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時
。

　
　
　
　
現
代
。

　
　
場
所
。

　
　
　
　
海
底
の
琅
玕
殿
。

　
　
人
物
。

　
　
　
　
公
子
。
沖
の
僧
都
。
（
年
老
い
た
る
海
坊
主
）
美
女
。
博
士
。

　
　
　
　
女
房
。
侍
女
。
（
七
人
）
黒
潮
騎
士
。
（
多
数
）
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森
厳
藍
碧










な
る
琅
※
殿
裡









。
黒
影






あ
り
。
　
　
沖
の
僧
都





。

僧
都
　
お
腰
元
衆
。

侍
女
一
　
（
薄
色
の
洋
装
し
た
る
が
扉



よ
り
出

づ
）
は
い
、
は
い
。
こ
れ
は
御
僧





。

僧
都
　
や
、
目
覚
し
く
、
美
し
い
、
異



っ
た
扮
装






で
お
い
で
な
さ
る
。

侍
女
一
　
御
挨
拶







で
ご
ざ
い
ま
す
。
美
し
い
か
ど
う
か
は
存
じ
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
異
っ
た
支
度
に
は
違
い
な
い

　
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
若
様
、
か
ね
て
の
お
望
み
が
叶



い
ま
し
て
、
今
夜
お
輿
入






の
ご
ざ
い
ま
す
。
若
奥
様
が
、

　
島
田
の
お
髪



、
お
振
袖
と
承
り
ま
し
た
か
ら
、
私




ど

も
は
、
余
計
そ
の
お
姿
の
お
目
立
ち
遊
ば
す
よ
う
に
、

　
皆
し
て
、
か
よ
う
に
申
合
せ
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

僧
都
　
は
あ
、
さ
て
も
お
似
合
い
な
さ
れ
た
が
、
い
ず
こ
の
浦
の
風
俗
じ
ゃ
ろ
う
な
。

侍
女
一
　
度
々
海
の
上
へ
お
出
で
な
さ
い
ま
す
も
の
、
よ
く
御
存
じ
で
お
あ
ん
な
さ
い
ま
し
ょ
う
の
に
。

僧
都
　
い
や
、
荒
海
を
切
っ
て
影
を
顕





す
の
は
暴

風

雨

の
折
か
ら
。
如
法






た
い
て
い
暗

夜

じ
ゃ
に
因
っ
て
、
見

　
え
る
の
は
墓
の
船
に
、
死
骸





の
蠢





く
裸
体





ば
か
り
。
色
あ
る
女

性







の
衣



な
ど
は
睫
毛





に
も
掛



り
ま
せ
ぬ
。

　
さ
り
と
も
小
僧
の
み
ぎ
り
は
の
、
蒼



い
炎
の
息
を
吹
い
て
も
、
素
奴





色
の
白
い
は
な
い
か
、
袖
の
紅



い
は
な

　
い
か
、
と
胴
の
間

、
狭
間





、
帆
柱
の
根
、
錨

綱







の
下
ま
で
も
、
あ
な
ぐ
り
探
い
た
も
の
な
れ
ど
も
、
孫
子





　
は
措

け
、
僧
都
に
お
い
て
は
、
久
し
く
心
に
も
掛
け
ま
せ
い
で
、
一
向
に
不
案
内
じ
ゃ
。

侍
女
一
　
（
笑
う
）
お
精

進







で
お
い
で
遊
ば
し
ま
す
。
も
し
、
こ
れ
は
、
桜
貝
、
蘇
芳
貝







、
い
ろ
い
ろ
の
貝
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を
蕊



に
し
て
、
花
の
波
が
白
く
咲
き
ま
す
、
そ
の
渚





を
、
青
い
山
、
緑
の
小
松
に
包
ま
れ
て
、
大
陸
の
婦





た

　
ち
が
、
夏
の
頃
、
百
合
、
桔
梗






、
月
見
草
、
夕
顔
の
雪
の
装




な

ど
し
て
、
旭





の
光
、
月
影
に
、
遥





に
（
高
濶






　
な
る
碧
瑠
璃









の
天
井
を
、
髪
艶



や
か
に
打
仰
ぐ
）
姿
を
映
し
ま
す
。
あ
あ
、
風
情
な
。
美
し
い
と
視



め
ま
し

　
た
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
私




ど

も
皆
が
、
今
夜
は
こ
の
服

装

に
揃
え
ま
し
た
。

僧
都
　
一
段
と
お
見
事
じ
ゃ
。
が
、
朝
ほ
ど
御
機
嫌
伺
い
に
出
ま
し
た
節
は
、
御
殿





、
お
腰
元
衆
、
い
ず
れ
も

　
不
断
の
服

装

で
お
い
で
な
さ
れ
た
。
そ
の
節
は
、
今
宵
、
あ
の
美
女
が
こ
れ
へ
輿
入
の
儀
は
ま
だ
極



ら
な
ん

　
だ
。
じ
た
い
人
間
は
決
断
が
遅
い
に
因
っ
て
な
。
…
…
そ
れ
じ
ゃ
に
、
か
ね
て
の
お
心

掛







か
。
弥



疾

く
装



　
が
間
に
合
う
た
も
の
の
う
。

侍
女
一
　
ま
あ
、
貴
老





は
。
私




た

ち
こ
の
玉
の
よ
う
な
皆





の
膚



は
、
白
い
尾
花
の
穂
を
散
ら
し
た
、
山
々
の
秋

　
の
錦





が
水
に
映
る
と
同





じ
に
、
こ
う
と
思
え
ば
、
つ
い
そ
れ
な
り
に
、
思
う
ま
ま
、
身
の
装




の

出
来
ま
す
体

　
で
お
り
ま
す
も
の
を
。
貴
老
は
お
忘
れ
な
さ
い
ま
し
た
か
。

　
貴
老
は
。
…
…
貴
老
だ
と
て
違
い
は
し
ま
せ
ん
。
緋

の
法
衣





を
召
そ
う
と
思
え
ば
、
お
思
い
な
さ
い
ま
す
、

　
と
右
左
、
峯
に
、
一
本






燃
立
つ
よ
う
な
。

僧
都
　
ま
、
ま
、
分
っ
た
。
（
腰
を
屈



め
つ
つ
、
圧



う
る
が
ご
と
く
掌




を

挙
げ
て
制
す
）
何
と
も
相
済
ま
ぬ
儀

　
じ
ゃ
。
海
の
住
居





の
難
有






さ
に
馴

れ
て
、
蔭
日
向







、
雲
の
往
来





に
、
潮





の
色
の
変
る
と
同
様
。
如
意
自
在








心

　
の
ま
ま
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
身
の
装




の

成
る
事
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

　
な
れ
ど
も
、
僧
都
が
身
は
、
こ
う
し
た
墨
染
の
暗

夜

こ
そ
可

け
れ
、
な
ま
じ
緋
の
法
衣





な
ど
絡



お
う
な
ら
、
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ず
ぶ
濡



の
提

灯







じ
ゃ
、
戸
惑






を
し
た
※



の
魚



じ
ゃ
な
ど
と
申
そ
う
。
圧



も
石
も
利
く
事
で
は
な
い
。
（
細

　
く
丈
長
き
鉄




の

錨




を
倒




に

し
て
携
え
た
る
杖



を
、
軽



く
突
直
す
。
）

　
い
や
、
ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
忘
れ
ぬ
前



に
申
上
げ
た
い
儀
で
罷
出






た
。
若
様
へ
お
取
次
を
頼
み
ま
し
ょ
。

　侍
女
一
　
畏




り

ま
し
た
。
唯
今






。
…
…
あ
の
、
ち
ょ
う
ど
可

い
折
に
存
じ
ま
す
。

　
　
右
の
方



闥


を
排
し
て
行

く
。

僧
都
　
（
謹
み
た
る
体



に
て
室
内
を
※





す
。
）

　
は
あ
、
争
わ
れ
ぬ
。
法
衣





の
袖
に
春
が
そ
よ
ぐ
。

　
　
（
錨
の
杖
を
抱



き
て
彳





む
。
）

公
子
　
（
衝

と
押
す
、
闥



を
排



き
て
、
性
急
に
登
場
す
。
面



玉
の
ご
と
く
※



丈

け
た
り
。
黒
髪
を
背
に
捌



く
。

　
青
地
錦
の
直
垂






、
黄
金





づ
く
り
の
剣





を
佩

く
。
上
段
、
一
階
高
き
床
の
端
に
、
端
然
と
し
て
立
つ
。
）

　
爺

い
、
見
え
た
か
。

　
　
侍
女
五
人
、
以
前
の
一
人
を
真
先






に
、
す
ら
す
ら
と
従
い
出
づ
。
い
ず
れ
も
洋
装
。
第
五
の
侍
女
、
年
最

　
　
も
少



し
。
二
人
は
床
の
上
、
公
子





の
背
後





に
。
二
人
は
床
を
下
り
て
僧
都
の
前
に
。
第
一
の
侍
女
は
そ
の

　
　
背





に
立
つ
。

僧
都
　
は
。
（
大
床






に
跪




く

。
控
え
た
る
侍
女
一
、
件





の
錨
の
杖
を
預
る
）
こ
れ
は
こ
れ
は
、
御
休
息
の
処
を

　
恐
入
り
ま
し
て
ご
ざ
り
ま
す
。

公
子
　
（
親
し
げ
に
）
爺
い
、
用
か
。
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僧
都
　
紺

青







、
群

青







、
白

群







、
朱
、
碧



の
御
蔵
の
中
よ
り
、
こ
の
度
の
儀
に
就
き
ま
し
て
、
先
方
へ
お

　
遣
わ
し
に
な
り
ま
し
た
、
品
々
の
類





と
、
数
々
を
、
念
の
た
め
に
申
上
げ
と
う
ご
ざ
り
ま
し
て
。

公
子
　
（
立
ち
た
る
ま
ま
）
お
お
、
あ
の
女
の
父
親
に
遣

っ
た
、
陸
で
結
納






と
か
云
う
も
の
の
事
か
。

僧
都
　
は
あ
、
い
や
、
御
聡
明
な
る
若
様
。
若
様
に
は
お
覚

違







い
で
ご
ざ
り
ま
す
。
彼
等
夥
間





に
結
納
と
申

　
す
は
、
親
々
が
縁
を
結
び
、
媒
妁
人









の
手
を
も
ち
、
婚
約
の
祝
儀
、
目
録
を
贈
り
ま
す
で
ご
ざ
り
ま
す
。
し

　
か
る
に
こ
の
度
は
、
先
方
の
父
親
が
、
若
様
の
御
支
配
遊
ば
す
、
わ
た
つ
み
の
財
宝
に
望





を
掛
け
、
も
し
こ

　
の
念
願
の
届
く
に
お
い
て
は
、
眉
目
容
色








、
世
に
類





な
き
一
人
の
娘
を
、
海
底
へ
捧
げ
奉
る
段
、
し
か
と
誓

　
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
が
望
み
の
宝
を
お
遣





し
に
な
り
ま
し
た
に
因
っ
て
、
是
非
に
及
ば
ず
、
誓
言






の

　
通
り
、
娘
を
波
に
沈
め
ま
し
た
の
で
ご
ざ
り
ま
す
。
さ
れ
ば
、
お
送
り
遊
ば
さ
れ
た
数
の
宝
は
、
彼
等
が
結

　
納
と
申
そ
う
よ
り
、
俗
に
女
の
身
代






と
云
う
も
の
に
ご
ざ
り
ま
す
の
で
。

公
子
　
（
軽
く
頷





く
）
可



、
何
に
し
ろ
す
こ
し
ば
か
り
の
事
を
、
別
に
知
ら
せ
る
に
は
及
ば
ん
の
に
。

僧
都
　
い
や
い
や
、
鱗





一
枚
、
一
草






の
空

貝







と
は
申
せ
、
僧
都
が
承
り
ま
し
た
上
は
、
活
達
な
る
若
様
、
か

　
よ
う
な
事
は
お
気
煩





か
し
ゅ
う
お
い
で
な
さ
り
ま
し
ょ
う
な
れ
ど
も
、
老



の
し
ょ
う
が
に
、
お
耳
に
入
れ
ね

　
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
お
腰
元
衆
も
お
執
成






。
（
五
人
の
侍
女
に
目
遣






す
）
平



に
お
聞
取
り
を
願
わ
し
ゅ
う
。

侍
女
三
　
若
様
、
お
座
へ
。

公
子
　
（
顧
み
て
）
椅

子

を
こ
ち
ら
へ
。

　
　
侍
女
三
、
四
、
両
人
し
て
白
き
枝
珊
瑚







の
椅
子
を
捧
げ
、
床
の
端
近






に
据
う
。
大
隋
円
形







の
白
き
琅
※






の
、
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沈
み
た
る
光
沢
を
帯
べ
る
卓
子






、
上
段
の
中
央
に
あ
り
。
枝
の
ま
ま
な
る
見
事
な
る
珊
瑚
の
椅
子
、
紅
白

　
　
二
脚
、
紅



き
は
花
の
ご
と
く
、
白
き
は
霞
の
ご
と
き
を
、
相
対
し
て
置
く
。
侍
女
等
が
捧
出






で
て
位
置
を

　
　
変
え
て
据
え
た
る
は
、
そ
の
白
き
方



一
脚
な
り
。

僧
都
　
真
鯛





大
小
八
千
枚
。
鰤



、
鮪





、
と
も
に
二
万
疋



。
鰹





、
真
那
鰹







、
各




一

万
本
。
大
比
目
魚











五
千
枚
。
鱚



、

　
魴
※






、
鯒



、
※
身
魚









、
目

張

魚

、
藻
魚





、
合
せ
て
七
百
籠



。
若
布





の
そ
の
幅
六
丈
、
長
さ
十
五
尋



の
も
の
、

　
百
枚
一
巻






九
千
連
。
鮟
鱇






五
十
袋
。
虎
河
豚









一
頭
。
大
の
鮹



一

番







。
さ
て
、
別
に
ま
た
、
月
の
灘



の
桃
色

　
の
枝
珊
瑚
一
株
、
丈
八
尺
。
（
こ
の
分
、
手
に
て
仕
方
す
）
周
囲





三
抱






の
分
に
ご
ざ
り
ま
し
て
。
え
え
、
月

　
の
真
珠
、
花
の
真
珠
、
雪
の
真
珠
、
い
ず
れ
も
一
寸
の
珠



三
十
三
粒





、
八
分
の
珠
百
五
粒
、
紅
宝
玉
三
十
顆

、

　
大





さ
鶴
の
卵
、
粒
を
揃
え
て
、
こ
れ
は
碧
瑪
瑙







の
盆
に
装



り
、
緑
宝
玉
、
三
百
顆
、
孔
雀






の
尾
の
渦
巻
の
数

　
に
合
せ
、
紫
の
瑠

璃

の
台
、
五
色
に
透
い
て
輝
き
ま
す
る
鰐



の
皮
三
十
六
枚
、
沙
金





の
包





七
十
袋



。
量
目






約

　
百
万
両
。
閻
浮
檀
金








十
斤
也
。
緞
子





、
縮
緬






、
綾



、
錦





、
牡
丹





、
芍

薬







、
菊
の
花
、
黄
金
色









の
董





、
銀
覆






　
輪



の
、
月
草
、
露
草
。

侍
女
一
　
も
し
も
し
、
唯
今






の
そ
れ
は
、
あ
の
、
残
ら
ず
、
そ
の
お
娘
御






の
身
の
代



と
か
に
お
遣
わ
し
の
分
な

　
の
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

僧
都
　
残
ら
ず
身
の
代
と
？
…
…
は
あ
、
い
か
さ
ま
な
。
（
心
付
く
）
不
重
宝








。
こ
れ
は
こ
れ
は
海

松

ふ
さ
の

　
袖
に
記
し
て
覚
え
の
ま
ま
、
潮





に
乗
っ
て
、
颯



と
読
流
し
ま
し
た
。
は
て
、
何
か
ら
申
し
た
事
や
ら
、
品
目

　
の
多
い
処
へ
、
数
々
ゆ
え
に
。
え
え
え
え
、
真
鯛
大
小
八
千
枚
。
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侍
女
一
　
鰤
、
鮪
と
も
に
二
万
疋
。
鰹
、
真
那
鰹
各




一

万
本
。

侍
女
二
　
（
僧
都
の
前
に
あ
り
）
大
比
目
魚
五
千
枚
。
鱚
、
魴
鮄
、
鯒
、
あ
い
な
め
、
目
ば
る
、
藻
魚
の
類
合

　
せ
て
七
百
籠
。

侍
女
三
　
（
公
子
の
背
後
に
あ
り
）
若
布
の
そ
の
幅
六
丈
、
長
さ
十
五
尋
の
も
の
百
枚
一
巻






九
千
連
。

侍
女
四
　
（
同
じ
く
公
子
の
背
後
に
）
鮟
鱇
五
十
袋
、
虎
河
豚
一
頭
、
大
の
鮹
一

番







。
ま
あ
…
…
（
笑
う
。

　
侍
女
皆
笑
う
。
）

僧
都
　
（
額
の
汗
を
拭

く
）
そ
れ
そ
れ
さ
よ
う
、
さ
よ
う
。

公
子
　
（
微
笑
し
つ
つ
）
笑
う
な
、
老
人
は
真

面

目

で
い
る
。

侍
女
五
　
（
最
も
少



し
。
斉



し
く
公
子
の
背
後
に
附
添
う
。
派
手
に
美





し
き
声
す
）
月
の
灘
の
桃
色
の
枝
珊
瑚

　
樹
、
対



の
一
株
、
丈
八
尺
、
周
囲





三
抱






の
分
。
一
寸
の
玉
三
十
三
粒
…
…
雪
の
真
珠
、
花
の
真
珠
。

侍
女
一
　
月
の
真
珠
。

僧
都
　
し
ば
ら
く
。
ま
で
じ
ゃ
ま
で
じ
ゃ
、
ま
で
に
ご
ざ
る
。
…
…
桃
色
の
枝
珊
瑚
樹
、
丈
八
尺
、
周
囲
三
抱

　
の
分
ま
で
に
ご
ざ
っ
た
。
（
公
子
に
）
鶴
の
卵
ほ
ど
の
紅
宝
玉
、
孔
雀
の
渦
巻
の
緑
宝
玉
、
青
瑪
瑙
の
盆
、

　
紫
の
瑠
璃
の
台
。
こ
の
分
は
、
天
な
る
（
仰
い
で
礼
拝
す
）
月
宮
殿
に
貢





の
も
の
に
ご
ざ
り
ま
し
た
。

公
子
　
私
も
そ
う
ら
し
く
思
っ
て
聞
い
た
。
僧
都
、
そ
れ
か
ら
後
に
言
わ
れ
た
、
そ
の
董
、
露
草
な
ど
は
、
金

　
銀
宝
玉
の
類
は
云
う
ま
で
も
な
い
、
魚
類
ほ
ど
に
も
、
人
間
が
珍
重
し
な
い
も
の
と
聞
く
。
が
、
同
じ
く
、

　
あ
の
方



へ
遣
わ
し
た
も
の
か
。
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僧
都
　
綾
、
錦
、
牡
丹
、
芍
薬
、
縺



れ
も
散
り
も
い
た
し
ま
せ
ぬ
を
、
老
人
の
申

条








、
は
や
、
ま
た
海

松

の

　
よ
う
に
乱
れ
ま
し
た
。
え
え
え
え
、
そ
の
董
、
露
草
は
、
若
様
、
こ
の
度
の
御
旅
行
に
つ
き
、
白
雪






の
竜
馬






　
に
め
さ
れ
、
渚





を
掛
け
て
浦
づ
た
い
、
朝
夕
の
、
茜





、
紫
、
雲
の
上
を
山
の
峰
へ
お
潜



び
に
て
お
出
ま
し
の

　
節
、
珍
し
く
お
手
に
入

り
ま
し
た
を
、
御
姉
君








、
乙
姫






様
へ
御
進
物
の
分
で
ご
ざ
り
ま
し
た
。

侍
女
一
　
姫
様
は
、
閻
浮
檀
金








の
一
輪
挿








に
、
真
珠
の
露
で
お
活

け
遊
ば
し
、
お
手
許





を
お
離
し
な
さ
い
ま
せ

　
ぬ
そ
う
に
ご
ざ
い
ま
す
。

公
子
　
度
々
は
手
に
入
ら
な
い
。
私
も
大
方
、
姉
上
に
進

げ
た
そ
の
事
で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
。

僧
都
　
御
意
。
娘
の
親
へ
遣
わ
し
ま
し
た
は
、
真
鯛
よ
り
数
え
ま
し
て
、
珊
瑚
一
対
…
…
ま
で
に
止



ま
り
ま
し

　
た
。

侍
女
二
　
海
で
は
何
ほ
ど
の
事
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
受
取
り
ま
す
陸



の
人
に
は
、
鯛
も
比
目
魚
も
千
と
万
、

　
少
な
い
数
で
は
ご
ざ
い
ま
す
ま
い
に
、
僅





な
日
の
間
に
、
よ
う
お
手
廻
し
、
お
遣
わ
し
に
な
り
ま
し
て
ご
ざ

　
い
ま
す
。

僧
都
　
さ
れ
ば
そ
の
事
。
一
国
、
一
島
、
津
や
浦
の
果



か
ら
果
を
一
網






に
も
せ
い
、
人
間
夥
間





が
、
大
海
原








か

　
ら
取
入
れ
ま
す
獲

も
の
と
い
う
は
、
貝
に
溜



っ
た
雫





ほ
ど
に
い
さ
さ
か
な
も
の
で
ご
ざ
っ
て
の
、
お
腰
元
衆

　
な
ど
思
う
て
も
み
ら
れ
ま
い
、
鉤



の
尖



に
虫
を
附
け
て
雑

魚

一
筋
を
釣
る
と
い
う
仙
人
業








を
し
ま
す
る
よ
。

　
こ
の
度
の
娘
の
父
は
、
さ
ま
で
に
も
な
け
れ
ど
も
、
小
船
一
つ
で
網
を
打
つ
が
、
海
月





ほ
ど
に
し
ょ
ぼ
り
と

　
拡
げ
て
、
泡
に
も
足
ら
ぬ
小
魚
を
掬





う
。
入



も
の
が
小
さ
き
故
に
、
そ
れ
が
希
望





を
満
し
ま
す
に
、
手
間
の
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入

る
こ
と
、
何
と
も
ま
だ
る
い
。
鰯





を
育
て
て
鯨
に
す
る
よ
り
歯
痒





い
段
の
行
止






り
。
（
公
子
に
向
う
）
若

　
様
は
御
性
急
じ
ゃ
。
早
く
彼
が
願





を
満
た
い
て
、
誓





の
美
女
を
取
れ
、
と
御
意
あ
る
。
よ
っ
て
、
黒
潮
、
赤

　
潮
の
御
手
兵
を
ち
と
ば
か
り
動
か
し
ま
し
た
わ
。
赤
潮
の
剣





は
、
炎
の
稲
妻
、
黒
潮
の
黒
い
旗
は
、
黒
雲
の

　
峰
を
築

い
て
、
沖
か
ら
※



と
浴
び
せ
た
ほ
ど
に
、
一
浦






の
津
波
と
な
っ
て
、
田
畑
も
家
も
山
へ
流
い
た
。
片

　
隅
の
美
女
の
家
へ
、
門
背
戸









か
け
て
、
畳
天
井
、
一
斉






に
、
屋
根
の
上
の
丘
の
腹
ま
で
運
込
み
ま
し
た
儀
で

　
ご
ざ
っ
た
よ
。

侍
女
三
　
ま
あ
、
お
勇
ま
し
い
。

公
子
　
（
少
し
俯
向





く
）
勇
ま
し
い
で
は
な
い
。
家
畑
を
押
流
し
て
、
浦
の
も
の
等
は
迷
惑
を
し
は
し
な
い
か
。

　僧
都
　
い
や
、
い
や
、
黒
潮
と
赤
潮
が
、
密

と
爪
弾






き
し
ま
し
た
ば
か
り
。
人
命
を
断
つ
ほ
ど
で
は
ご
ざ
り
ま

　
せ
な
ん
だ
。
も
っ
と
も
迷
惑
を
せ
ば
、
い
た
せ
、
娘
の
親
が
人
間
同
士
の
間



で
さ
え
、
自
分
ば
か
り
は
、
思

　
い
懸
け
な
い
海
の
幸
を
、
黄
金





の
山
ほ
ど
掴



み
ま
し
た
に
因
っ
て
、
他
の
人
々
の
難
渋
ご
と
き
は
い
さ
さ
か

　
気
に
も
留
め
ま
せ
ぬ
に
、
海
の
お
世
子





で
あ
ら
せ
ら
れ
ま
す
若
様
。
人
間
界
の
迷
惑
な
ど
、
お
心
に
掛
け
さ

　
せ
ま
す
に
は
毛
頭
当
り
ま
せ
ぬ
儀
で
ご
ざ
い
ま
す
。

公
子
　
（
頷





く
）
そ
ん
な
ら
可



　
　
僧
都
。

僧
都
　
は
は
。
（
更





め
て
手
を
支

く
。
）

公
子
　
あ
れ
の
親
は
、
こ
ち
ら
か
ら
遣
わ
し
た
、
娘
の
身
の
代



と
か
い
う
も
の
に
満
足
を
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

僧
都
　
御
意
、
満
足
い
た
し
ま
し
た
れ
ば
こ
そ
、
当
御
殿
、
お
求
め
に
従
い
、
美
女
を
沈
め
ま
し
た
儀
に
ご
ざ
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り
ま
す
。
も
っ
と
も
、
真
鯛
、
鰹
、
真
那
鰹
、
そ
の
金
銀
の
魚
類
の
み
で
は
、
満
足
を
し
ま
せ
な
ん
だ
が
、

　
続
い
て
、
三
抱
え
一
対
の
枝
珊
瑚
を
、
夜
の
渚
に
差
置
き
ま
す
る
と
、
山
の
端

出
づ
る
月
の
光
に
、
真
紫
に

　
輝
き
ま
す
る
を
夢
の
よ
う
に
抱
き
ま
し
た
時
、
あ
れ
の
父
親
は
白
砂
に
領
伏





し
、
波
の
裙



を
吸
い
ま
し
た
。

　
あ
わ
れ
竜
神
、
一
命
も
捧
げ
奉
る
と
、
御
恩
の
ほ
ど
を
難
有






が
り
ま
し
た
の
で
ご
ざ
り
ま
す
。

公
子
　
（
微
笑
す
）
親
仁





の
命
な
ど
は
御
免
だ
な
。
そ
ん
な
魂
を
引
取
る
と
、
海
月





が
殖

え
て
、
迷
惑
を
す
る

　
よ
。

侍
女
五
　
あ
ん
な
事
を
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　
　
一
同
笑
う
。

公
子
　
け
れ
ど
も
僧
都
、
そ
ん
な
事
で
満
足
し
た
、
人
間
の
慾



は
浅
い
も
の
だ
ね
。

僧
都
　
ま
だ
ま
だ
、
あ
れ
は
深
い
方
で
ご
ざ
り
ま
す
。
一
人
娘
の
身
に
代
え
て
、
海
の
宝
を
望
み
ま
し
た
は
、

　
慾
念
の
逞




い

故
で
ご
ざ
り
ま
し
て
。
…
…
た
か
だ
か
は
人
間
同
士
、
夥
間





う
ち
で
、
白
い
柔




な

膩
身






を
、
炎

　
の
燃
立
つ
絹
に
包
ん
で
蒸
し
な
が
ら
売
り
渡
す
の
が
、
峠
の
関
所
か
と
心
得
ま
す
。

公
子
　
馬
鹿
だ
な
。
（
珊
瑚
の
椅
子
を
す
ッ
と
立
つ
）
恋
し
い
女
よ
。
望
め
ば
生
命





で
も
遣

ろ
う
も
の
を
。
…

　
…
は
は
、
は
は
。

　
　
微
笑
す
。

侍
女
四
　
お
思
わ
れ
遊
ば
し
た
娘
御
は
、
天
地






か
け
て
、
波
か
け
て
、
お
仕
合
せ
で
お
い
で
遊
ば
し
ま
す
。

侍
女
一
　
早
く
お
着
き
遊





せ
ば
可

う
ご
ざ
い
ま
す
。
私




ど

も
も
お
待
遠






に
存
じ
上
げ
ま
す
。
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公
子
　
道
中
の
様
子
を
見
よ
う
、
旅
の
様
子
を
見
よ
う
。
（
闥



の
外
に
向
っ
て
呼
ぶ
）
お
い
お
い
、
居
間
の
鏡

　
を
寄

越

せ
。
（
闥
開
く
。
侍
女
六
、
七
、
二
人
、
赤
地
の
錦
の
蔽





を
掛
け
た
る
大
な
る
姿
見
を
捧
げ
出
づ
。
）

　　
僧
都
も
御
覧
。

僧
都
　
失
礼
な
が
ら
。
（
膝
行






し
て
進
む
。
侍
女
等
、
姿
見
を
卓
子






の
上
に
据
え
、
錦
の
蔽
を
展



く
。
侍
女
等
、

　
卓
子
の
端
の
一
方
に
集
る
。
）

公
子
　
（
姿
見
の
面



を
指





し
、
僧
都
を
見
返
る
）
あ
れ
だ
、
あ
れ
だ
。
あ
の
一
点
の
光
が
そ
れ
だ
。
お
前
た
ち

　
も
見
な
い
か
。

　
　
舞
台
転
ず
。
し
ば
し
暗
黒
、
寂
寞






と
し
て
波
濤





の
音
聞
ゆ
。
や
が
て
一
個





、
花
白
く
葉
の
青
き
蓮
華
燈
籠









、

　
　
漂
々
と
し
て
波
に
漾





え
る
が
ご
と
く
顕





る
。
続
い
て
花
の
赤
き
同
じ
燈
籠
、
中
空






の
ご
と
き
高
処
に
出
づ
。

　
　
ま
た
出
づ
、
や
や
低
し
。
な
お
見
ゆ
、
少
し
く
高
し
。
そ
の
数
五
個





に
な
る
時
、
累
々
た
る
波
の
舞
台
を

　
　
露





す
。
美
女
。
毛
巻
島
田








に
結
う
。
白
の
振
袖
、
綾



の
帯
、
紅




の

長
襦
袢








、
胸
に
水
晶
の
数
珠





を
か
け
、

　
　
襟
に
両
袖
を
占
め
て
、
波
の
上
に
、
雪
の
ご
と
き
竜
馬






に
乗
せ
ら
る
。
お
よ
そ
手
綱
の
丈
を
隔
て
て
、
一

　
　
人
下
髪






の
女
房
。
旅
扮
装








。
素
足
、
小
袿






に
褄



端
折
り
て
、
片
手
に
市
女
笠







を
携
え
、
片
手
に
蓮
華
燈
籠

　
　
を
提
ぐ
。
第
一
点
の
燈




の

影
は
こ
れ
な
り
。
黒
潮
騎
士









、
美
女
の
白
竜
馬
を
ひ
し
ひ
し
と
囲
ん
で
両
側
二

　
　
列
を
造
る
。
お
よ
そ
十
人
。
皆
崑
崙
奴









の
形
相
。
手
に
手
に
、
す
く
す
く
と
槍



を
立
つ
。
穂
先
白
く
晃
々






　
　
と
し
て
、
氷
柱





倒



に

黒
髪
を
縫
う
。
あ
る
も
の
は
燈
籠
を
槍
に
結
ぶ
、
灯




の

高
き
は
こ
れ
な
り
。
あ
る
も

　
　
の
は
手
に
し
、
あ
る
も
の
は
腰
に
す
。
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女
房
　
貴
女





、
お
草
臥






で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
一
息
、
お
休
息





な
さ
い
ま
す
か
。

美
女
　
（
夢
見
る
よ
う
に
そ
の
瞳
を
※





く
）
あ
あ
、
（
歎
息
す
）
も
し
、
誰
方





で
す
か
。
…
…
私
の
身
体





は
足

　
を
空
に
、
（
馬
の
背
に
裳





を
掻
緊





む
）
倒




に

落
ち
て
落
ち
て
、
波
に
沈
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

女
房
　
い
い
え
、
お
美
し
い
お
髪



一
筋
、
風
に
も
波
に
も
お
縺



れ
は
な
さ
い
ま
せ
ん
。
何
で
お
身
体





が
倒
な
ど

　
と
、
そ
ん
な
事
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

美
女
　
い
つ
か
、
い
つ
で
す
か
、
昨
夜





か
、
今
夜
か
、
前



の
世
で
す
か
。
私
が
一
人
、
楫



も
櫓

も
な
い
、
舟
に
、

　
筵





に
乗
せ
ら
れ
て
、
波
に
流
さ
れ
ま
し
た
時
、
父
親
の
約
束
で
、
海
の
中
へ
捕
ら
れ
て
行

く
、
私
へ
供
養
の

　
た
め
だ
と
云
っ
て
、
船
の
左
右
へ
、
前
後






に
、
波
の
ま
に
ま
に
散
っ
て
浮
く
…
…
蓮
華
燈
籠
が
流
れ
ま
し
た
。

　女
房
　
水
に
目
の
お
馴

れ
な
さ
い
ま
せ
ん
、
貴
女
に
は
道
し
る
べ
、
ま
た
土
産
に
も
と
存
じ
ま
し
て
、
こ
れ
が
、

　
（
手
に
翳



す
）
そ
の
燈
籠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

美
女
　
ま
あ
、
灯





も
消
え
ず
に
…
…

女
房
　
燃
え
た
火
の
消
え
ま
す
の
は
、
油
の
尽
き
る
、
風
の
吹
く
、
陸



ば
か
り
の
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。
一
度
、

　
こ
の
国
へ
受
取
り
ま
す
と
、
こ
こ
に
は
風
が
吹
き
ま
せ
ん
。
た
だ
花
の
香
の
、
ほ
ん
の
り
と
通
う
ば
か
り
で

　
ご
ざ
い
ま
す
。
紙
の
細
工
も
珠



に
替
っ
て
、
葉
の
青
い
の
は
、
翡
翠





の
琅
※






、
花
片






の
紅
白
は
、
真
玉





、
白



　
珠



、
紅
宝
玉
。
燃
ゆ
る
灯

も
、
ま
た
た
き
な
が
ら
消
え
な
い
星
で
ご
ざ
い
ま
す
。
御
覧
遊
ば
せ
、
貴
女
。
お

　
召
も
の
が
濡
れ
ま
し
た
か
。
お
髪



も
乱
れ
は
し
ま
す
ま
い
。
何
で
、
お
身
体





が
倒




で

ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。
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美
女
　
最
後
に
一
目





、
故
郷






の
浦
の
近
い
峰
に
、
月
を
見
た
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
ぎ
り
、
底
へ
引
く
よ
う
に

　
船
が
沈
ん
で
、
私
は
波
に
落
ち
た
の
で
す
。
た
だ
幻
に
、
そ
の
燈
籠
の
様
な
蒼



い
影
を
見
て
、
胸
を
離
れ
て

　
遠
く
へ
行

く
、
自
分
の
身
の
魂
か
、
導
く
鬼
火
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
ふ
と
見
ま
す
と
、
前
途





に
も
、
あ
れ

　
あ
れ
、
遥





の
下
と
思
う
処
に
、
月
が
一
輪
、
お
な
じ
光
で
見
え
ま
す
も
の
。

女
房
　
あ
あ
、
（
望
む
）
あ
の
光
は
。
い
え
。
月
影
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

美
女
　
で
も
、
貴
方





、
雲
が
見
え
ま
す
、
雪
の
よ
う
な
、
空
が
見
え
ま
す
、
瑠
璃
色









の
。
そ
し
て
、
真
白






な
絹

　
糸
の
よ
う
な
光
が
射

し
ま
す
。

女
房
　
そ
の
雲
は
波
、
空
は
水
。
一
輪
の
月
と
見
え
ま
す
の
は
、
こ
れ
か
ら
貴
女
が
お
出



遊
ば
す
、
海
の
御
殿

　
で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
れ
へ
、
お
迎
え
申
す
の
で
す
。

美
女
　
そ
し
て
。
参
っ
て
、
私
の
身
体





は
、
ど
う
な
る
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
ね
え
。

女
房
　
ほ
ほ
ほ
、
（
笑
う
）
何
事
も
申
し
ま
す
ま
い
。
た
だ
お
嬉
し
い
事
な
の
で
す
。
お
め
で
と
う
存
じ
ま
す
。

　美
女
　
あ
の
、
捨
小
舟







に
流
さ
れ
て
、
海
の
贄



に
取
ら
れ
て
行

く
、
あ
の
、
（
※





す
）
こ
れ
が
、
嬉
し
い
事
な

　
の
で
し
ょ
う
か
。
め
で
た
い
事
な
の
で
し
ょ
う
か
ね
え
。

女
房
　
（
再
び
笑
う
）
お
国
で
は
い
か
が
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が
故
郷






で
は
、
も
う
こ
の
上
な
い

　
嬉
し
い
、
め
で
た
い
事
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
も
の
。

美
女
　
あ
す
こ
ま
で
、
道
程






は
？

女
房
　
お
国
で
た
と
え
は
煩



か
し
い
。
…
…
お
お
、
五
十
三
次
と
承
り
ま
す
、
東
海
道
を
十
度





ず
つ
、
三
百
度
、
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往
還






り
を
繰
返
し
て
、
三
千
度
い
た
し
ま
す
ほ
ど
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

美
女
　
え
え
、
そ
ん
な
に
。

女
房
　
め
し
た
竜
馬
は
風
よ
り
も
早
し
、
お
道
筋
は
黄
金





の
欄
干
、
白
銀
の
波
の
お
廊
下
、
た
だ
花
の
香
り
の

　
中
を
、
や
が
て
お
着
き
な
さ
い
ま
す
。

美
女
　
潮
風
、
磯



の
香
、
海

松

、
海
藻





の
、
咽

喉

を
刺
す
硫
黄





の
臭
気





と
思
い
の
ほ
か
、
ほ
ん
に
、
清



し
い
、

　
佳

い
薫





、
（
柔




に

袖
を
動
か
す
）
…
…
で
す
が
、
時
々
、
悚
然





す
る
、
腥




い

香
の
し
ま
す
の
は
？
…
…

女
房
　
人
間
の
魂
が
、
貴
女
を
慕
う
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
海
月





が
寄
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

美
女
　
人
の
魂
が
、
海
月
と
云
っ
て
？

女
房
　
海
に
参
り
ま
す
醜
い
人
間
の
魂
は
、
皆





、
海
月
に
な
っ
て
、
ふ
わ
ふ
わ
さ
ま
よ
う
て
歩

行

き
ま
す
の
で

　
ご
ざ
い
ま
す
。

黒
潮
騎
士
　
（
口
々
に
）
　
　
煩





い
。
し
っ
し
っ
。
　
　
（
と
、
も
の
な
き
竜
馬
の
周
囲
を
呵

す
。
）

美
女
　
ま
あ
、
情





な
い
、
お
恥





し
い
。
（
袖
を
も
っ
て
面





を
蔽



う
。
）

女
房
　
い
え
、
貴
女
は
、
あ
の
御
殿
の
若
様
の
、
新
夫
人








で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
、
も
は
や
人
間
で
は
あ
り
ま

　
せ
ん
。

美
女
　
え
え
。
（
袖
を
落
す
。
　
　
舞
台
転
ず
。
真
暗






に
な
る
。
）
　
　

女
房
　
（
声
の
み
し
て
）
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。
美
し
い
方
を
見
る
と
、
黒
鰐






、
赤
鮫






が
襲
い
ま
す
。
騎
馬
が
前
後

　
を
守
護
し
ま
し
た
。
お
憂
慮






は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ぎ
参
る
と
、
斬
合





い
攻
合





う
、
修
羅
の
巷





を
お
目
に
懸
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け
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
騎
馬
の
方
々
、
急
い
で
下
さ
い
。

　
　
燈
籠
一
つ
行

き
、
続
い
て
一
つ
行
く
。
漂

蕩







す
る
趣
し
て
、
高
く
低
く
奥
の
方



深
く
行
く
。

　
　
舞
台
燦
然






と
し
て
明
る
し
、
前



の
琅
玕
殿
顕





る
。

　
　
公
子
、
椅
子
の
位
置
を
卓
子






に
正
し
く
直
し
て
掛
け
て
、
姿
見
の
傍




に

あ
り
。
向
っ
て
右
の
上
座





。
左
の

　
　
方



に
赤
き
枝
珊
瑚







の
椅
子
、
人
な
く
し
て
た
だ
据
え
ら
る
。
そ
の
椅
子
を
斜





に
下



り
て
、
沖
の
僧
都
、
こ

　
　
の
度
は
腰
掛
け
て
あ
り
。
黒
き
珊
瑚
、
小
形
な
る
椅
子
を
用
い
る
。
お
な
じ
小
形
の
椅
子
に
、
向
っ
て
正

　
　
面
に
一
人
、
ほ
ぼ
唐
代
の
儒
の
服
装
し
た
る
、
髯



黒
き
一
人



あ
り
。
博
士





な
り
。

　
　
侍
女
七
人
、
花
の
ご
と
く
そ
の
間
を
装
い
立
つ
。

公
子
　
博
士
、
お
呼
立






を
し
ま
し
た
。

博
士
　
（
敬
礼
す
。
）

公
子
　
こ
れ
を
御
覧
な
さ
い
。
（
姿
見
の
面





を
示
す
。
）

　
千
仭






の
崕



を
累



ね
た
、
漆
の
よ
う
な
波
の
間
を
、
幽





に
蒼



い
灯




に

照
ら
さ
れ
て
、
白
馬
の
背
に
手
綱





し
た
は
、

　
こ
の
度
迎
え
取
る
お
も
い
も
の
な
ん
で
す
。
陸
に
獅

子

、
虎
の
狙
う
と
同
一





に
、
入
道
鰐









、
坊
主
鮫







の
一

　
類
が
、
美
女
と
見
れ
ば
、
途
中
に
襲
撃






っ
て
、
黒
髪
を
吸
い
、
白
き
乳
を
裂
き
、
美
し
い
血
を
呑

も
う
と
す

　
る
か
ら
、
守
備
の
た
め
に
旅
行
さ
き
で
、
手
に
あ
り
合
せ
た
だ
け
、
少
数
の
黒
潮
騎
士
を
附
添
わ
せ
た
。
渠

　
等



は
白
刃





を
揃
え
て
い
る
。

博
士
　
至
極





の
お
計





い
に
心
得
ま
す
る
が
。
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公
子
　
と
こ
ろ
が
、
敵
に
備
う
る
こ
こ
の
守
備
を
出
払
わ
し
た
か
ら
不
用
心
じ
ゃ
、
危
険
で
あ
ろ
う
、
と
僧
都

　
が
言
わ
れ
る
。
…
…
そ
れ
は
恐
れ
ん
、
私
が
居
れ
ば
仔
細





な
い
。
け
れ
ど
も
、
ま
た
、
僧
都
の
言
わ
れ
る
に

　
は
、
白
衣






に
緋

の
襲





し
た
女
子





を
馬
に
乗
せ
て
、
黒
髪
を
槍
尖






で
縫
っ
た
の
は
、
か
の
国
で
引
廻
し
と
か
称



　
え
た
罪
人
の
姿
に
似
て
い
る
、
私
の
手
許





に
迎
入
る
る
も
の
を
、
不
祥






じ
ゃ
、
忌



わ
し
い
と
言
う
の
で
す
。

　
事
実
不
祥
な
れ
ば
、
途
中
の
保
護
は
他
に
い
く
ら
も
手
段
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
構
わ
な
い
が
、
私
は
い
さ

　
さ
か
も
不
祥
と
思
わ
ん
、
忌
わ
し
い
と
思
わ
な
い
。

　
こ
れ
を
見
な
い
か
。
私
の
領
分
に
入
っ
た
女
の
顔
は
、
白
い
玉
が
月
の
光
に
包
ま
れ
た
と
同
一





に
、
い
よ
い

　
よ
清
い
。
眉
は
美
し
く
、
瞳
は
澄
み
、
唇
の
紅
は
冴

え
て
、
い
さ
さ
か
も
窶



れ
な
い
。
憂
え
て
お
ら
ん
。
清

　
ら
か
な
衣





を
着
、
新





に
梳




っ

て
、
花
に
露
の
点
滴





る
装




し

て
、
馬
に
騎
し
た
姿
は
、
か
の
国
の
花
野
の
丈



を
、

　
錦
の
山
の
懐
に
抽

く
…
…
歩
行





よ
り
、
車
よ
り
、
駕

籠

に
乗
っ
た
よ
り
、
一
層
鮮
麗






な
も
の
だ
と
思
う
。
そ

　
の
上
、
選
抜
し
た
慓

悍







な
黒
潮
騎
士
の
精
鋭
等



に
、
長
槍
を
も
っ
て
四
辺





を
払
わ
せ
て
通
る
の
で
す
。
得

　
意
思
う
べ
し
で
は
な
い
の
で
す
か
。

僧
都
　
（
頻





に
頭





を
傾
く
。
）

公
子
　
引
廻
し
と
聞
け
ば
、
恥
を
見
せ
る
の
で
し
ょ
う
、
苦
痛
を
与
え
る
の
で
あ
ろ
う
。
槍
で
囲
み
、
旗
を
立

　
て
、
淡
く
清
く
装
っ
た
得
意
の
人
を
馬
に
乗
せ
て
市



を
練
っ
て
、
や
が
て
刑
場
に
送
っ
て
殺
し
た
処
で
、
　

　
　
殺
さ
れ
る
も
の
は
平
凡
に
疾
病





で
死
す
る
よ
り
愉
快
で
し
ょ
う
。
　
　
そ
れ
が
何
の
刑
罰
に
な
る
の
で
す

　
か
。
陸
と
海
と
、
国
が
違
い
、
人
情
が
違
っ
て
も
、
ま
さ
か
、
そ
ん
な
刑
罰
は
あ
る
ま
い
と
想
う
。
僧
都
は
、
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う
ろ
覚
え
な
が
ら
確





に
記
憶
に
残
る
と
言
わ
れ
る
。
…
…
貴
下





を
お
呼
立
し
た
次
第
で
す
。
ち
ょ
っ
と
お
験



　
べ
を
願
い
ま
し
ょ
う
か
。

博
士
　
仰
聞






け
の
記
憶
は
私




に

も
あ
り
ま
す
で
。
し
か
し
、
念
の
た
め
に
験
べ
ま
す
る
で
。
え
え
、
陸
上
一
切

　
の
刑
法
の
記
録
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
。

公
子
　
面
倒
で
す
、
あ
と
は
ど
う
で
も
可

い
。
た
だ
女
子





を
馬
に
乗
せ
、
槍
を
立
て
て
引
廻
し
た
と
い
う
、
そ

　
ん
な
事
が
あ
っ
た
か
と
い
う
、
そ
れ
だ
け
で
す
。

博
士
　
正
史
で
な
く
、
小
説
、
浄
瑠
璃







の
中
を
見
ま
し
ょ
う
で
。
時
の
人
情
と
風
俗
と
は
、
史
書
よ
り
も
む
し

　
ろ
こ
の
方
が
適
当
で
あ
り
ま
す
の
で
。
（
金
光
燦
爛






た
る
洋
綴






の
書
を
展



く
。
）

公
子
　
（
卓
子






に
腰
を
掛
く
）
た
い
そ
う
気
の
利
い
た
書
物
で
す
ね
。

博
士
　
こ
れ
は
、
仏
国
の
大
帝
奈

翁







が
、
西
暦
千
八
百
八
年
、
西
班
牙









遠
征
の
途
に
上
り
ま
し
た
時
、
か
ね

　
て
世
界
有
数
の
読
書
家
。
必
要
に
よ
っ
て
当
時
の
図
書
館
長
バ
ル
ビ
ー
ル
に
命
じ
て
製



ら
せ
ま
し
た
、
函
入






　
新
装
の
、
一
千
巻
、
一
架






の
内
容
は
、
宗
教
四
十
巻
、
叙
事
詩
四
十
巻
、
戯
曲
四
十
巻
、
そ
の
他
の
詩
篇
六

　
十
巻
。
歴
史
六
十
巻
、
小
説
百
巻
、
と
申
し
ま
す
る
デ
ュ
オ
デ
シ
モ
形



と
申
す
有
名
な
版
本
の
事
を
…
…
お

　
聞
及
び
な
さ
い
ま
し
て
、
御
姉
君







、
乙
姫
様
が
御
工
夫
を
遊
ば
し
ま
し
た
。
蓮



の
糸
、
一
筋
を
、
お
よ
そ
枚

　
数
千
頁
に
薄
く
織
拡
げ
て
、
一
万
枚
が
一
折






、
一
百
二
十
折
を
合
せ
て
一
冊
に
綴

じ
ま
し
た
も
の
で
あ
り
ま

　
し
て
、
こ
の
国
の
微
妙
な
る
光
に
展



き
ま
す
る
と
、
森
羅
万
象










、
人
類
を
は
じ
め
、
動
植
物
、
鉱
物
、
一
切

　
の
元
素
が
、
一
々





ず
つ
微
細
な
る
活
字
と
な
っ
て
、
し
か
も
、
各
々






五
色
の
輝




を

放
ち
、
名
詞
、
代
名
詞
、
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動
詞
、
助
動
詞
、
主
客
、
句
読





、
い
ず
れ
も
個
々
別
々
、
七
彩
に
照
っ
て
、
か
く
開
き
ま
し
た
真
白






な
枚





の

　
上
へ
、
自
然
と
、
染
め
出
さ
る
る
の
で
あ
り
ま
し
て
。

公
子
　
姉
上






が
、
そ
れ
を
。
　
　
さ
ぞ
、
御
秘
蔵
の
も
の
で
し
ょ
う
。

博
士
　
御
秘
蔵
な
が
ら
、
若
様
の
御
書
物
蔵
へ
も
、
整
然





と
姫
様
が
お
備
え
つ
け
で
あ
り
ま
す
の
で
。

公
子
　
で
は
、
私
の
所
有
で
す
か
。

博
士
　
若
様
は
こ
の
冊
子
と
同
じ
も
の
を
、
瑪
瑙





に
青
貝
の
蒔
絵





の
書
棚
、
五
百
架



、
御
所
有
で
い
ら
せ
ら
れ

　
ま
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

公
子
　
姉
が
あ
っ
て
幸
福






で
す
。
ど
れ
、
（
取
っ
て
披



く
）
こ
れ
は
…
…
た
だ
白
紙
だ
ね
。

博
士
　
は
、
恐
れ
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
備
の
知
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で
は
、
自
然
の
そ
の
色
彩
あ
る
活
字
は
、

　
ペ
エ
ジ
の
上
に
は
写
り
兼
ね
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

公
子
　
恥
入
る
ね
。

博
士
　
い
や
い
や
、
若
様
は
御
勇
武
で
い
ら
せ
ら
れ
ま
す
。
入
道
鰐









、
黒
鮫






の
襲
い
ま
す
る
節
は
、
御
訓
練

　
の
黒
潮
、
赤
潮
騎
士
、
御
手
の
剣





で
の
う
て
は
御
退
け
に
な
り
ま
す
る
次
第
に
は
参
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
し
て
。

　
け
れ
ど
も
、
姉
姫
様
の
御
心
づ
く
し
、
節
々
は
御
閲
読







の
儀
を
お
勧
め
申
ま
す
る
の
で
。

僧
都
　
も
ろ
と
も
に
、
お
勧
め
申
上
げ
ま
す
で
ご
ざ
り
ま
す
。

公
子
　
（
頷





く
）
ま
あ
、
今
の
引
廻
し
の
事
を
見
て
下
さ
い
。

博
士
　
確





に
。
（
書
を
披
く
）
手
近
に
浄
瑠
璃
に
あ
り
ま
し
た
。
あ
あ
、
こ
れ
に
あ
り
ま
す
。
…
…
若
様
、
こ
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れ
は
大
日
本
浪
華





の
町
人
、
大
経
師
以
春












の
年
若
き
女
房
、
名
だ
た
る
美
女
の
お
さ
ん
。
手
代





茂

右

衛

門

と

　
不
義
顕





れ
、
す
な
わ
ち
引
廻
し
礫




に

な
り
ま
す
る
処
を
、
記
し
た
の
で
あ
り
ま
し
て
。

公
子
　
お
読
み
。

博
士
　
（
朗
読
す
）
　
　
紅
蓮





の
井
戸
堀
、
焦

熱







の
、
地
獄
の
か
ま
塗



よ
し
な
や
と
、
急
が
ぬ
道
を
い
つ
の

　
ま
に
、
越
ゆ
る
我
身
の
死
出
の
山
、
死
出
の
田
長





の
田
が
り
よ
し
、
野

辺

よ
り
先
を
見
渡
せ
ば
、
過
ぎ
し
冬

　
至



の
冬
枯
の
、
木

の
間

木
の
間
に
ち
ら
ち
ら
と
、
ぬ
き
身
の
槍



の
恐
し
や
、
　
　

公
子
　
（
姿
見
を
覗



き
つ
つ
、
且
つ
聴
き
つ
つ
）
あ
あ
、
い
く
ら
か
似
て
い
る
。

博
士
　
　
　
ま
た
冷
返






る
夕
嵐
、
雪
の
松
原
、
こ
の
世
か
ら
、
か
か
る
苦
患





に
お
う
亡
日






、
島
田
乱
れ
て
は
ら

　
は
ら
は
ら
、
顔
に
は
い
つ
も
は
ん
げ
し
ょ
う
、
縛
ら
れ
し
手
の
冷
た
さ
は
、
我
身
一
つ
の
寒
の
入



、
涙
ぞ
指

　
の
爪
と
り
よ
し
、
袖
に
氷
を
結
び
け
り
。
…
…

　
　
侍
女
等
、
傾
聴
す
。

公
子
　
た
だ
、
い
い
姿
で
す
、
美
し
い
形
で
す
。
世
間
は
そ
れ
で
そ
の
女
の
罪
を
責
め
た
と
思
う
の
だ
ろ
う
か
。

　博
士
　
ま
ず
、
ト
見
え
ま
す
る
の
で
。

僧
都
　
さ
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
。

公
子
　
馬
に
騎

っ
た
女
は
、
殺
さ
れ
て
も
恋
が
叶



い
、
思
い
が
届
い
て
、
さ
ぞ
本
望
で
あ
ろ
う
が
ね
。

僧
都
　
　
　
袖
に
氷
を
結
び
け
り
。
涙
な
ど
と
、
歎
き
悲
し
ん
だ
よ
う
に
ご
ざ
り
ま
す
。

公
子
　
そ
れ
は
、
そ
の
引
廻
し
を
見
る
、
見
物
の
心
で
は
な
い
の
か
。
私
に
は
分
ら
ん
。
（
頭





を
掉

る
。
）
博
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士
　
　
ま
だ
他
に
例
が
あ
る
の
で
す
か
。

博
士
　
（
朗
読
す
）
…
…
世
の
哀





と
ぞ
な
り
に
け
る
。
今
日
は
神
田
の
く
ず
れ
橋
に
恥
を
さ
ら
し
、
ま
た
は
四

　
谷
、
芝
、
浅
草
、
日
本
橋
に
人
こ
ぞ
り
て
、
見
る
に
惜



ま
ぬ
は
な
し
。
こ
れ
を
思
う
に
、
か
り
に
も
人
は
悪



　
き
事
を
せ
ま
じ
き
も
の
な
り
。
天
こ
れ
を
許
し
た
ま
わ
ぬ
な
り
。
…
…

公
子
　
（
眉
を
顰



む
。
　
　
侍
女
等
斉



し
く
不
審
の
面
色






す
。
）

博
士
　
…
…
こ
の
女
思
込
み
し
事
な
れ
ば
、
身
の
窶



る
る
事
な
く
て
、
毎
日
あ
り
し
昔
の
ご
と
く
、
黒
髪
を
結

　
わ
せ
て
美



わ
し
き
風
情
。
…
…

公
子
　
（
色
解
く
。
侍
女
等
、
眉
を
ひ
ら
く
。
）

博
士
　
中
略
を
い
た
し
ま
す
。
…
…
聞
く
人
一
し
お
い
た
わ
し
く
、
そ
の
姿
を
見
お
く
り
け
る
に
、
限





あ
る
命

　
の
う
ち
、
入
相






の
鐘
つ
く
こ
ろ
、
品



か
わ
り
た
る
道
芝
の
辺





に
し
て
、
そ
の
身
は
憂
き
煙
と
な
り
ぬ
。
人
皆

　
い
ず
れ
の
道
に
も
煙
は
の
が
れ
ず
、
殊
に
不
便
は
こ
れ
に
ぞ
あ
り
け
る
。
　
　
こ
れ
で
、
鈴
ヶ
森
で
火
刑






に

　
処
せ
ら
れ
ま
す
る
ま
で
を
、
確
か
江
戸
中
棄
札






に
槍



を
立
て
て
引
廻
し
た
筈



と
心
得
ま
す
る
の
で
。

公
子
　
分
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
お
七
と
い
う
娘
で
し
ょ
う
。
私
は
大
す
き
な
女
な
ん
で
す
。
御
覧
な
さ
い
。
ど

　
こ
に
当
人
が
歎
き
悲





み
な
ぞ
し
た
の
で
す
か
。
人
に
惜



ま
れ
可
哀





が
ら
れ
て
、
女
そ
れ
自
身
は
大
満
足
で
、

　
自
若






と
し
て
火
に
焼
か
れ
た
。
得
意
想
う
べ
し
で
は
な
い
の
で
す
か
。
な
ぜ
そ
れ
が
刑
罰
な
ん
だ
ね
。
も
し

　
刑
罰
と
す
れ
ば
、
恵





の
杖





、
情





の
鞭



だ
。
実
際
そ
の
罪
を
罰
し
よ
う
と
す
る
に
は
、
そ
の
ま
ま
無
事
に
置
い

　
て
、
平
凡
に
愚

図

愚

図

に
生
存






ら
え
さ
せ
て
、
皺



だ
ら
け
の
婆



に
し
て
、
そ
の
娘
を
終
ら
せ
る
が
可

い
と
、
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私
は
思
う
。
…
…
分
け
て
、
現
在
、
殊
に
そ
の
お
七
の
ご
と
き
は
、
姉
上
が
海
へ
お
引
取
り
に
な
っ
た
。
刑

　
場
の
鈴
ヶ
森
は
自
然
海
に
近
か
っ
た
。
姉
上
は
御
覧
に
な
っ
た
。
鉄
の
鎖
は
手
足
を
繋



い
だ
、
燃
草






は
夕
霜

　
を
置
残
し
て
そ
の
肩
を
包
ん
だ
。
煙
は
雪
の
振
袖
を
ふ
す
べ
た
。
炎
は
緋
鹿
子









を
燃
え
抜
い
た
。
緋
の
牡
丹





　
が
崩
れ
る
よ
り
、
虹



が
燃
え
る
よ
り
美
し
か
っ
た
。
恋
の
火
の
白
熱
は
、
凝

っ
て
白

玉







と
な
る
、
そ
の
膚





　
を
、
氷
っ
た
雛
芥
子









の
花
に
包
ん
だ
。
姉
の
手
の
甘
露
が
沖
を
曇
ら
し
て
注
い
だ
の
だ
っ
た
。
そ
の
ま
ま
海

　
の
底
へ
お
引
取
り
に
な
っ
て
、
現
に
、
姉
上
の
宮
殿
に
、
今
も
十
七
で
、
紅




の

珊
瑚
の
中
に
、
結
綿






の
花
を

　
咲
か
せ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
男
は
死
な
な
か
っ
た
。
存
命





え
て
坊
主
に
な
っ
て
老
い
朽
ち
た
。
娘
の
た
め
に
、
姉
上
は
そ
れ
さ
え
お
引
取

　
り
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
の
魂
は
、
途
中
で
牡



の
海
月





に
な
っ
た
。
　
　
時
々
未
練
に
娘
を
覗



い
て
、

　
赤
潮
に
追
払
わ
れ
て
、
醜
く
、
ふ
ら
ふ
ら
と
生
白






く
漾





う
て
失

す
る
。
あ
わ
れ
な
も
の
だ
。

　
娘
は
幸
福






で
は
な
い
の
で
す
か
。
火
も
水
も
、
火
は
虹
と
な
り
、
水
は
滝
と
な
っ
て
、
彼
の
生
命
を
飾
っ
た

　
の
で
す
。
抜
身





の
槍
の
刑
罰
が
馬
の
左
右
に
、
そ
の
誉





を
輝
か
す
と
同
一






に
。
　
　
博
士
い
か
が
で
す
か
、

　
僧
都
。

博
士
　
し
か
し
、
し
か
し
若
様
、
私




は

慎
重
に
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
る
。
身
は
こ
の
職
に
あ
り
な
が
ら
、
事

　
実
、
人
間
界
の
心
も
情
も
、
ま
だ
い
さ
さ
か
も
分
ら
ぬ
の
で
あ
り
ま
し
て
。
若
様
、
唯
今






の
仰



せ
は
、
そ
れ

　
は
、
す
べ
て
海
の
中
に
の
み
留



ま
り
ま
す
る
が
。

公
子
　
（
穏
和
に
頷





く
）
姉
上
も
、
以
前
お
分
り
に
な
ら
ぬ
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
上
、
貴
下





が
お
分
り
に
な
ら
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な
け
れ
ば
こ
れ
は
誰
に
も
分
ら
な
い
の
で
す
。
私
に
も
分
ら
な
い
。
し
か
し
事
情
も
違
う
。
彼
を
迎
え
る
、

　
道
中
の
こ
の
（
ま
た
姿
見
を
指





す
）
馬
上
の
姿
は
、
別
に
不
祥
で
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。

僧
都
　
唯
今
、
仰



せ
聞
け
ら
れ
承
り
ま
す
る
内
に
、
条
理






は
弁





え
ず
、
僧
都
に
も
分
ら
ぬ
こ
と
の
み
で
は
ご
ざ

　
り
ま
す
が
、
た
だ
、
黒
潮
の
抜
身





で
囲
み
ま
し
た
段
は
、
別
に
忌
わ
し
い
事
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
、

　
老
人
に
も
、
そ
の
合
点
参
り
ま
し
て
ご
ざ
り
ま
す
。

公
子
　
可



、
し
か
し
僧
都
、
こ
こ
に
蓮
華
燈
籠
の
意
味
も
分
っ
た
。
が
、
一
つ
見

馴

れ
な
い
も
の
が
見
え
る
ぞ
。

　
女
が
、
黒
髪
と
、
あ
の
雪
の
襟
と
の
間
に
　
　
胸
に
珠
を
掛
け
た
、
あ
れ
は
何
か
ね
。

僧
都
　
は
あ
。
（
卓
子






に
伸
上
る
）
は
は
、
い
か
さ
ま
、
い
や
、
若
様
。
あ
れ
は
水
晶
の
数
珠





に
ご
ざ
い
ま
す
。

　
海
に
沈
み
ま
す
る
覚
悟
に
つ
き
、
冥
土





に
参
る
心
得
の
た
め
、
檀
那
寺







の
和
尚






が
授
け
ま
し
た
の
で
ご
ざ
り

　
ま
す
。

公
子
　
冥
土
と
は
？
…
…
そ
れ
こ
そ
不
埒





だ
。
そ
し
て
仇
光






り
が
す
る
、
あ
れ
は
…
…
水
晶
か
。

博
士
　
水
晶
と
は
申
す
条
、
近
頃
は
専
ら
硝
子






を
用
い
ま
す
の
で
。

公
子
　
（
一
笑
す
）
私
の
恋
人
と
も
あ
ろ
う
も
の
が
、
無
け
れ
ば
可

い
。
が
、
硝
子






と
は
何
事
で
す
か
。
金
剛

　
石
、
ま
た
真
珠
の
揃
う
た
の
が
可
い
。
…
…
博
士
、
贈
っ
て
し
か
る
べ
き
頸

飾







を
お
検



べ
下
さ
い
。

博
士
　
畏




り

ま
し
た
。

公
子
　
そ
し
て
指
環





の
珠
の
色
も
怪
し
い
、
お
前
た
ち
ど
う
見
た
か
。

侍
女
一
　
近
頃
は
、
か
ん
て
ら
の
灯
の
露
店






に
、
紅

宝

玉

、
緑
宝
玉







と
申
し
て
、
貝
を
鬻



ぐ
と
承
り
ま
す
。
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公
子
　
お
前
た
ち
の
化
粧
の
泡
が
、
波
に
流
れ
て
渚





に
散
っ
た
、
あ
の
貝
が
宝
石
か
。

侍
女
二
　
錦
襴






の
服
を
着
け
て
、
青
い
頭
巾





を
被



り
ま
し
た
、
立
派
な
玉
商
人








の
売
り
ま
す
も
の
も
、
擬



が
多

　
い
そ
う
に
ご
ざ
い
ま
す
。

公
子
　
博
士
、
つ
い
で
に
指
環
を
贈
ろ
う
。
僧
都
、
す
ぐ
に
出
向
う
て
、
遠
路
で
あ
る
が
、
途
中
、
早
速
、
硝



　
子



と
そ
の
擬



い
珠



を
取
棄
て
さ
し
て
下
さ
い
。
お
老
寄






に
、
御
苦
労
な
が
ら
。

僧
都
　
（
苦
笑
す
）
若
様
に
は
、
新
夫
人








の
、
ま
だ
、
海
に
お
馴

れ
な
さ
ら
ず
、
御
到
着
の
遅
い
ば
か
り
気
に

　
な
さ
れ
て
、
老
人
が
、
こ
こ
に
形
を
消
せ
ば
、
瞬
く
間
も
の
う
、
お
姿
見
の
中
の
御
馬
の
前
に
映
り
ま
す
る

　
神
通






を
、
お
忘
れ
な
さ
れ
て
、
老
寄
に
苦
労
な
ど
と
、
心
外
な
御
意
を
蒙
り
ま
す
る
わ
。

公
子
　
は
は
は
、
（
無
邪
気
に
笑
う
）
失
礼
を
し
ま
し
た
。

　
　
博
士
、
僧
都
、
一
揖






し
て
廻
廊
よ
り
退
場
す
。
侍
女
等
慇
懃






に
見
送
る
。

　
少
し
窮
屈
で
あ
っ
た
げ
な
。

　
　
侍
女
等
親
し
げ
に
皆
そ
の
前
後
に
斉
眉





き
寄
る
。

　
性
急
な
私
だ
。
　
　
女
を
待
つ
間

の
心

遣







に
し
た
い
。
誰
か
、
あ
の
国
の
歌
を
知
っ
て
お
ら
ん
か
。

侍
女
三
　
存
じ
て
お
り
ま
す
。
浪
花
津









に
咲
く
や
こ
の
花
冬

籠







、
今
を
春
へ
と
咲
く
や
こ
の
花
。

侍
女
四
　
若
様
、
私




も

存
じ
て
お
り
ま
す
。
浅
香
山
を
。

公
子
　
い
や
、
そ
ん
な
の
で
は
な
い
。
（
博
士
が
お
き
た
る
書
を
披



き
つ
つ
）
女
の
国
の
東
海
道
、
道
中
の
唄

　
だ
。
何
と
か
云
う
の
だ
っ
た
。
こ
の
書
は
い
く
ら
か
覚
え
が
な
い
と
、
文
字
が
見
え
な
い
の
だ
そ
う
だ
。
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（
呟





く
）
姉
上
は
貴
重
な
、
し
か
し
、
少
し
あ
て
っ
こ
す
り
の
書
を
お
拵





え
に
な
っ
た
よ
。
あ
あ
、
何
と
か

　
云
っ
た
、
東
海
道
の
。

侍
女
五
　
五
十
三
次
の
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
、
私




が

少
し
存
じ
て
お
り
ま
す
。

公
子
　
歌
う
て
み
な
い
か
。

侍
女
五
　
は
い
。
（
朗
か
に
優
し
く
あ
わ
れ
に
唄
う
。
）

　
　
　
　
都
路
は
五

十

路

あ
ま
り
の
三
つ
の
宿
、
…
…

公
子
　
お
お
、
そ
れ
だ
、
字
書
の
よ
う
に
、
江
戸
紫
で
、
都
路
と
標
目





が
出
た
。
（
展



く
）
あ
と
を
。

侍
女
五
　
…
…
時
得
て
咲
く
や
江
戸
の
花
、
浪
静





な
る
品
川
や
、
や
が
て
越
来





る
川
崎
の
、
軒
端





な
ら
ぶ
る
神

　
奈
川
は
、
早
や
程
ヶ
谷
に
程
も
な
く
、
暮
れ
て
戸
塚
に
宿
る
ら
む
。
紫
匂



う
藤
沢
の
、
野
面





に
続
く
平
塚
も
、

　
も
と
の
あ
わ
れ
は
大
磯






か
。
蛙





鳴
く
な
る
小
田
原
は
。
…
…
（
極

悪







げ
に
）
…
…
も
う
あ
と
は
忘
れ
ま
し

　
た
。

公
子
　
可



、
こ
こ
に
緑
の
活
字
が
、
白
い
雲
の
枚





に
出
た
。
　
　
箱
根
を
越
え
て
伊
豆
の
海
、
三
島
の
里
の
神

　
垣
や
　
　
さ
あ
、
忘
れ
た
所
は
教
え
て
や
ろ
う
。
こ
の
歌
で
、
五
十
三
次
の
宿
を
覚
え
て
、
お
前
た
ち
、
あ

　
の
道
中
双
六











と
い
う
も
の
を
遊
ん
で
み
な
い
か
。
上



り
は
京
都
だ
。
姉
の
御
殿
に
近
い
。
誰
か
一
人
上
っ

　
て
、
双
六
の
済
む
時
分
、
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
女
は
（
姿
見
を
見
つ
つ
）
着
く
で
あ
ろ
う
。
一
番
上
り
の
も
の

　
に
は
、
瑪
瑙





の
莢



に
、
紅
宝
玉
の
実
を
装



っ
た
、
あ
の
造
り
も
の
の
吉
祥
果








を
遣

る
。
絵
は
直
ぐ
に
間
に
合

　
ぬ
。
こ
の
室



を
五
十
三
に
割
っ
て
双
六
の
目
に
合
せ
て
、
一
人
ず
つ
身
体





を
進
め
る
が
可

か
ろ
う
。
…
…
賽
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が
要
る
、
持
っ
て
来
い
。

　
（
侍
女
六
七
、
う
つ
む
い
て
と
も
に
微
笑
す
）
　
　
ど
う
し
た
。

侍
女
六
　
姿
見
を
お
取
寄
せ
遊
ば
し
ま
し
た
時
。

侍
女
七
　
二
人
し
て
盤
の
双
六
を
し
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
賽
は
持
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

公
子
　
お
も
し
ろ
い
。
向
う
の
廻
廊
の
端
へ
集
ま
れ
。
そ
し
て
順
に
な
っ
て
始
め
る
が
可

い
。

侍
女
七
　
床
へ
振
り
ま
し
ょ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

公
子
　
心
あ
っ
て
招
か
な
い
の
に
来
た
、
賽
に
も
魂
が
あ
る
、
寄

越

せ
。
（
受
取
る
）
卓
子






の
上
へ
私
が
投
げ

　
よ
う
。
お
前
た
ち
一
か
ら
七
ま
で
、
目
に
従
う
て
順
に
動
く
が
可

い
。
さ
あ
、
集





れ
。

　
（
侍
女
七
人
、
い
そ
い
そ
と
、
続
い
て
廻
廊
の
は
ず
れ
に
集
り
、
貴
女





は
一
。
私
は
二
。
こ
う
口
々
に
楽
し

　
げ
に
取
定





め
、
勇
み
て
賽
を
待
つ
。
）

　
可

い
か
、
（
片
手
に
書
を
持
ち
、
片
手
に
賽
を
投
ぐ
）
　
　
一
は
三
、
か
な
川
へ
。
（
侍
女
一
人
進
む
）
二

　
は
一
、
品
川
ま
で
。
（
侍
女
一
人
ま
た
進
む
）
三
は
五
だ
、
戸
塚
へ
行

け
。

　
（
か
く
し
て
順
々
に
繰
返
し
次
第
に
進
む
。
第
五
の
侍
女
、
年
最
も
少
き
が
一
人
衆
を
離
れ
て
賽
の
目
に
乗

　
り
、
正
面
突
当
り
な
る
窓
際
に
進
み
、
他
と
、
間





隔
る
。
公
子
。
こ
れ
よ
り
前



、
姿
見
を
見
詰
め
て
、
賽
の

　
目
と
宿
の
数
を
算



え
淀



む
。
…
…
こ
の
時
、
う
か
と
し
た
る
体



に
書
を
落
す
。
）

　
ま
だ
、
誰
も
上
ら
な
い
か
。

侍
女
一
　
や
っ
と
一
人
天
竜
川
ま
で
参
り
ま
し
た
。
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公
子
　
あ
あ
、
ま
だ
る
っ
こ
い
。
賽
を
二
つ
一
所
に
振
ろ
う
か
。
（
手
に
し
な
が
ら
姿
見
に
見
入
る
。
侍
女
等
、

　
等





く
其
方





を
凝
視
す
。
）

侍
女
五
　
き
ゃ
っ
。
（
叫
ぶ
。
隙



な
し
。
そ
の
姿
、
窓
の
外
へ
裳





を
引
い
て
颯



と
消
ゆ
）
あ
あ
れ
え
。

　
　
侍
女
等
、
口
々
に
、
あ
れ
、
あ
れ
、
鮫



が
、
鮫
が
、
入
道
鮫
が
、
と
立
乱
れ
騒
ぎ
狂
う
。

公
子
　
入
道
鮫
が
、
何
、
（
窓
に
衝

と
寄
る
。
）

侍
女
一
　
あ
あ
、
黒
鮫
が
三
百
ば
か
り
。

侍
女
二
　
取
巻
い
て
、
群
り
か
か
っ
て
。

侍
女
三
　
あ
れ
、
入
道
が
口
に
銜



え
た
。

公
子
　
外
道





、
外
道
、
そ
の
女
を
返
せ
、
外
道
。
（
叱
※





し
つ
つ
、
窓
よ
り
出
で
ん
と
す
。
）

　
　
侍
女
等
縋



り
留



む
。

侍
女
四
　
軽
々
し
い
、
若
様
。

公
子
　
放
せ
。
あ
れ
見
い
。
外
道
の
口
の
間
か
ら
、
女
の
髪
が
溢



れ
て
落
ち
る
。
や
あ
、
胸
へ
、
乳
へ
、
牙



が

　
喰
入
る
。
え
え
、
油
断
し
た
。
…
…
骨
も
筋
も
断

れ
よ
う
な
。
あ
あ
、
手
を
悶



え
る
、
裳





を
煽



る
。

侍
女
六
　
い
い
え
、
若
様
、
私
た
ち
御
殿
の
女
は
、
身





は
綿
よ
り
も
柔
か
で
す
。

侍
女
七
　
蓮



の
糸
を
束



ね
ま
し
た
よ
う
で
す
か
ら
、
鰐



の
牙
が
、
脊
筋
と
鳩
尾






へ
噛
合





い
ま
し
て
も
、
薄
紙
一

　
重



透
き
ま
す
内
は
、
血
に
も
肉
に
も
障
り
ま
せ
ん
。

侍
女
三
　
入
道
も
、
一
類
も
、
色
を
漁



る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
生
命





は
し
ば
ら
く
助
り
ま
し
ょ
う
。
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侍
女
四
　
そ
の
中



に
、
そ
の
中
に
。
ま
あ
、
お
静
ま
り
遊
ば
し
て
。

公
子
　
い
や
、
俺
の
力
は
弱
い
も
の
の
た
め
だ
。
生
命





に
掛
け
て
取
返
す
。
　
　
鎧





を
寄
越
せ
。

　
　
侍
女
二
人
衝

と
出
で
、
引
返
し
て
、
二
人
し
て
、
一
領
の
鎧
を
捧
げ
、
背
後





よ
り
颯



と
肩
に
投
掛
く
。

　
　
公
子
、
上
へ
引
い
て
、
頸





よ
り
つ
ら
な
り
た
る
兜





を
頂
く
。
角



あ
る
毒
竜
、
凄





じ
き
頭





と
な
る
。
そ
の
頭

　
　
を
頂
く
時
に
、
侍
女
等
、
鎧
の
裾



を
捌



く
。
外
套






の
ご
と
く
背
よ
り
垂
れ
て
、
紫
の
鱗





、
金
色






の
斑
点
連

　
　
り
輝
く
。

　
　
公
子
、
ま
た
袖
を
取
っ
て
肩
よ
り
し
て
自
ら
喉



に
結
ぶ
、
こ
の
結
び
め
、
左
右
一
双
の
毒
竜
の
爪
な
り
。

　
　
迅
速
に
一
縮
す
。
立
直
る
や
否
や
、
剣





を
抜
い
て
、
頭
上
に
翳



し
、
ハ
タ
と
窓
外
を
睨



む
。

　
　
侍
女
六
人
、
斉



し
く
そ
の
左
右
に
折
敷
き
、
手
に
手
に
匕
首






を
抜
連
れ
て
晃
々






と
敵
に
構
う
。

　
外
道
、
退

く
な
。
（
凝



と
視

て
、
剣
の
刃
を
下
に
引
く
）
虜





を
離
し
た
。
受
取
れ
。

侍
女
一
　
鎧
を
め
し
た
ば
っ
か
り
で
、
御
威
徳
を
恐
れ
て
引
き
ま
し
た
。

侍
女
二
　
長
う
太
く
、
数
百






の
鮫
の
か
さ
な
っ
て
、
蜈
蚣





の
よ
う
に
見
え
た
の
が
、
あ
あ
、
ち
り
ぢ
り
に
、
ち

　
り
ぢ
り
に
。

侍
女
三
　
め﹅
だ﹅
か﹅
の
よ
う
に
遁

げ
て
行

き
ま
す
。

公
子
　
お
お
、
ち
ょ
う
ど
黒
潮
等
が
帰
っ
て
来
た
、
帰
っ
た
。

侍
女
四
　
ほ
ん
に
、
お
つ
か
い
帰
り
の
姉
さ
ん
が
、
と
り
こ
を
抱
取
っ
て
下
す
っ
た
。

公
子
　
介
抱
し
て
や
れ
。
お
前
た
ち
は
出
迎
え
。
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侍
女
三
人
ず
つ
、
一
方
は
闥





の
う
ち
へ
。
一
方
は
廻
廊
に
退
場
。

　
　
公
子
、
真
中






に
、
す
っ
く
と
立
ち
、
静
か
に
剣





を
納
め
て
、
右

手

な
る
白
珊
瑚







の
椅
子
に
凭

る
。
騎
士
五

　
　
人
廻
廊
ま
で
登
場
。

騎
士
一
同
　
（
槍



を
伏
せ
て
、
裾




り

、
同
音
に
呼
ぶ
）
若
様
。

公
子
　
お
お
、
帰
っ
た
か
。

騎
士
一
　
も
っ
て
の
外
な
、
今
ほ
ど
は
。

公
子
　
何
で
も
な
い
、
私
は
無
事
だ
、
皆
御
苦
労
だ
っ
た
な
。

騎
士
一
同
　
は
ッ
。

公
子
　
途
中
ま
で
出
向
っ
た
ろ
う
、
僧
都
は
ど
う
し
た
か
。

騎
士
一
　
あ
と
の
我
ら
夥
間





を
率
い
て
、
入
道
鮫
を
追
掛
け
て
参
り
ま
し
た
。

公
子
　
よ
い
相
手
だ
、
戦
闘
は
観

も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
皆
は
休
む
が
可

い
。

騎
士
　
槍
は
鞘



に
納
め
ま
す
ま
い
、
こ
の
ま
ま
御
門
を
堅
め
ま
す
る
わ
。

公
子
　
さ
ま
で
に
せ
ず
と
も
大
事
な
い
、
休
め
。

　
　
騎
士
等
、
礼
拝
し
て
退
場
。
侍
女
一
、
登
場
。

侍
女
一
　
御
安
心
遊
ば
し
ま
し
、
疵



を
受
け
ま
し
た
ほ
ど
で
も
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
酷



く
驚
き
ま
し
て
。

公
子
　
可
愛
相







に
、
よ
く
介
抱
し
て
や
れ
。

侍
女
一
　
二
人
が
附
添
っ
て
お
り
ま
す
、
（
廻
廊
を
見
込
む
）
あ
あ
、
も
う
御
廊
下
ま
で
。
（
公
子
の
さ
し
ず
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に
よ
り
、
姿
見
に
錦
の
蔽





を
掛
け
、
闥





に
入

る
。
）

　
　
美
女
。
先
達






の
女
房
に
、
片
手
、
手
を
曳

か
れ
て
登
場
。
姿
を
粛





に
、
深
く
差
俯
向







き
、
面
影
や
や
や
つ

　
　
れ
た
れ
ど
も
、
さ
ま
で
悪
怯





れ
ざ
る
態
度
、
徐




に

廻
廊
を
進
み
て
、
床
を
上
段
に
昇
る
。
昇
る
時
も
、
裾



　
　
捌



き
静





な
り
。

　
　
侍
女
三
人
、
燈
籠
二
個





ず
つ
二
人
、
一
つ
を
一
人
、
五
個





を
提
げ
て
附
添
い
出
で
、
一
人
々
々
、
廻
廊
の

　
　
廂





に
架

け
、
そ
の
ま
ま
引
返
す
。
燈
籠
を
侍
女
等
の
差
置
き
果
つ
る
ま
で
に
、
女
房
は
、
美
女
を
そ
の
上

　
　
段
、
紅



き
枝
珊
瑚
の
椅
子
ま
で
導
く
順
に
て
あ
り
た
し
。
女
房
、
謹
ん
で
公
子
に
礼
し
て
、
美
女
に
椅
子

　
　
を
教
う
。

女
房
　
お
掛
け
遊
ば
し
ま
し
。

　
　
美
女
、
据
置
か
る
る
状



に
椅
子
に
掛
く
。
女
房
は
そ
の
裳





に
跪
居





る
。

　
　
美
女
、
う
つ
む
き
た
る
ま
ま
し
ば
し
、
皆
無
言
。
や
が
て
顔
を
上
げ
て
、
正
し
く
公
子
と
見
向
ふ
。
瞳
を

　
　
据
え
て
瞬





き
せ
ず
。
　
　
間

。

公
子
　
よ
く
見
え
た
。
（
無
造
作
に
、
座
を
立
っ
て
、
卓
子






の
周
囲





に
近
づ
き
、
手
を
取
ら
ん
と
衝

と
腕





を
伸

　
ば
す
。
美
女
、
崩
る
る
が
ご
と
く
に
椅
子
を
は
ず
れ
、
床
に
伏
す
。
）

女
房
　
ど
う
な
さ
い
ま
し
た
、
貴
女





、
ど
う
な
さ
い
ま
し
た
。

美
女
　
（
声
細
く
、
さ
れ
ど
も
判
然
）
は
い
、
…
…
覚
悟
し
て
は
来
ま
し
た
け
れ
ど
、
余
り
と
言
え
ば
、
可
恐





　
し
ゅ
う
ご
ざ
い
ま
す
も
の
。
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女
房
　
（
心
付
く
）
お
お
、
若
様
。
そ
の
鎧





を
お
解
き
遊
ば
せ
。
お
驚
き
な
さ
い
ま
す
の
も
ご
も
っ
と
も
で
ご

　
ざ
い
ま
す
。

公
子
　
解
い
て
も
可

い
、
（
結
び
目
に
手
を
掛
け
、
思
慮
す
）
が
、
解
か
ん
で
も
可

か
ろ
う
。
…
…
最
初
に
見

　
た
目
は
ど
こ
ま
で
も
附
絡






う
。
（
美
女
に
）
貴
女





、
お
い
、
貴
女
、
こ
れ
を
恐
れ
て
は
不

可

ん
、
私
は
こ
れ

　
あ
る
が
た
め
に
、
強
い
。
こ
れ
あ
る
が
た
め
に
力
が
あ
り
威
が
あ
る
。
今
も
既
に
こ
れ
に
因
っ
て
、
め
し
つ

　
か
う
女
の
、
入
道
鮫
に
噛

ま
れ
た
の
を
助
け
た
の
で
す
。

美
女
　
（
や
や
面





を
上
ぐ
）
お
召
使
が
鮫
の
口
に
、
や
っ
ぱ
り
、
そ
ん
な
可
恐






い
処
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

公
子
　
は
は
は
は
、
（
笑
う
）
貴
女
、
敵
の
な
い
国
が
、
世
界
の
ど
こ
に
あ
る
ん
で
す
か
。
仇



は
至
る
処
に
満

　
ち
て
い
る
　
　
た
だ
一
人






の
娘
を
捧
ぐ
、
…
…
海
の
幸
を
賜
わ
れ
　
　
貴
女
の
親
は
、
既
に
貴
女
の
仇
な
の

　
で
は
な
い
か
。
た
だ
そ
の
敵
に
勝
て
ば
可

い
の
だ
。
私
は
、
こ
の
強
さ
、
力
、
威
あ
る
が
た
め
に
勝
つ
。
閨



　
に
た
だ
二
人
あ
る
時
で
も
私
は
こ
れ
を
脱
ぐ
ま
い
と
思
う
。
私
の
心
は
貴
女
を
愛
し
て
、
私
の
鎧
は
、
敵
か

　
ら
、
仇
か
ら
、
世
界
か
ら
貴
女
を
守
護
す
る
。
弱
い
も
の
の
た
め
に
強
い
ん
で
す
。
毒
竜
の
鱗





は
絡



い
、
爪

　
は
抱



き
、
角



は
枕
し
て
も
い
さ
さ
か
も
貴
女
の
身
は
傷





け
な
い
。
と
も
に
こ
の
鎧
に
包
ま
る
る
内
は
、
貴
女

　
は
海
の
女
王
な
ん
だ
。
放
縦
に
大
胆
に
、
不

羈

、
専
横






に
、
心
の
ま
ま
に
し
て
差
支
え
な
い
。
鱗
に
、
爪
に
、

　
角
に
、
一
糸
掛
け
な
い
白
身






を
抱



か
れ
包
ま
れ
て
、
渡
津
海









の
広
さ
を
散
歩
し
て
も
、
あ
え
て
世
に
憚





る
事

　
は
な
い
。
誰
の
目
に
も
触
れ
な
い
。
人
は
指




を

せ
ん
。
時
と
し
て
見
る
も
の
は
、
沖
の
そ
の
影
を
、
真
珠
の

　
光
と
見
る
。
指





す
も
の
は
、
喜
見
城








の
幻
景






に
迷
う
の
で
す
。
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女
の
身
と
し
て
、
優
し
い
も
の
、
媚



あ
る
も
の
、
従
う
も
の
に
慕
わ
れ
て
、
そ
れ
が
何
の
本
懐
で
す
。
私
は

　
鱗
を
も
っ
て
、
角
を
も
っ
て
、
爪
を
も
っ
て
愛
す
る
ん
だ
。
…
…
鎧
は
脱
ぐ
ま
い
、
と
思
う
。
（
従

容







と

　
し
て
椅
子
に
戻
る
。
）

美
女
　
（
起
直
り
、
会
釈
す
）
…
…
父
へ
、
海
の
幸
を
お
授
け
下
さ
い
ま
し
た
、
津
波
の
お
強
さ
、
船
を
覆
し

　
て
、
こ
こ
へ
、
遠
い
海
の
中
を
お
連
れ
な
す
っ
た
、
お
力
。
道
す
が
ら
は
ま
た
お
使
者





で
、
金
剛
石
の
こ
の

　
襟

飾







、
宝
玉
の
こ
の
指
環
、
（
嬉
し
げ
に
見
ゆ
）
貴
方





の
御
威
徳
は
よ
く
分
り
ま
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　公
子
　
津
波
位



、
家
来
ど
も
が
些
細





な
事
を
。
さ
あ
、
そ
こ
へ
お
掛
け
。

　
　
女
房
、
介
抱
し
て
、
美
女
、
椅
子
に
直
る
。

　
頸
飾







な
ん
ぞ
、
珠
な
ん
ぞ
。
貴
女
の
腰
掛
け
て
い
る
、
そ
れ
は
珊
瑚
だ
。

美
女
　
ま
あ
、
父
に
下
さ
い
ま
し
た
枝
よ
り
は
、
幾
倍
と
も
。

公
子
　
あ
れ
は
草
で
す
。
較



ぶ
れ
ば
こ
こ
の
は
大
樹
だ
。
椅
子
の
丈
は
陸



の
山
よ
り
も
高
い
。
そ
う
し
て
い
る

　
貴
女
の
姿
は
、
夕
日
影
の
峰
に
、
雪
の
消
残
っ
た
よ
う
で
あ
ろ
う
。
少
し
く
離
れ
た
私
の
兜





の
竜

頭







は
、

　
城
の
天
守
の
棟
に
飾
っ
た
黄
金
の
鯱





ほ
ど
に
見
え
よ
う
と
思
う
。

美
女
　
あ
の
、
人
の
目
に
、
そ
れ
が
、
貴
方
？

公
子
　
譬
喩





で
す
、
人
間
の
目
に
は
何
に
も
見
え
ん
。

美
女
　
あ
あ
、
見
え
は
い
た
し
ま
す
ま
い
。
お
恥
か
し
い
、
人
間
の
小
さ
な
心
に
は
、
こ
こ
に
、
見
ま
す
れ
ば

　
私
が
裳



を
曳

き
ま
す
床
も
、
琅
※






の
一
枚
石
。
こ
う
し
た
御
殿
の
あ
る
事
は
、
夢
に
も
知
ら
な
い
の
で
ご
ざ
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い
ま
す
も
の
、
情





の
う
存
じ
ま
す
。

公
子
　
い
や
、
そ
ん
な
に
謙
遜
を
す
る
に
は
当
ら
ん
。
陸



に
は
名
山
、
佳
水





が
あ
る
。
峻

岳







、
大
河
が
あ
る
。

　美
女
　
で
も
、
こ
ん
な
御
殿
は
な
い
の
で
す
。

公
子
　
あ
る
の
を
知
ら
な
い
の
で
す
。
海
底
の
琅
玕
の
宮
殿
に
、
宝
蔵
の
珠
玉
金
銀
が
、
虹



に
透
い
て
見
え
る

　
の
に
、
更
科






の
秋
の
月
、
錦





を
染
め
た
木
曾
の
山
々
は
劣
り
は
し
な
い
。
…
…
峰
に
は
、
そ
の
錦
葉





を
織
る

　
竜
田
姫







が
お
い
で
な
ん
だ
。
人
間
は
知
ら
ん
の
か
、
知
っ
て
も
知
ら
な
い
ふ
り
を
す
る
の
だ
ろ
う
。
知
ら
な

　
い
振



を
し
て
見
な
い
ん
だ
ろ
う
。
　
　
陸



は
尊
い
、
景
色
は
得
難
い
。
今
も
、
道
中
双
六











を
し
て
遊
ぶ
の

　
に
、
五
十
三
次
の
一
枚
絵
さ
え
手
許





に
は
な
か
っ
た
の
だ
。
絵
も
貴





い
。

美
女
　
あ
ん
な
事
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
絵
に
は
活

き
た
も
の
は
住
ん
で
お
り
ま
せ
ん
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

公
子
　
い
や
、
住
居





を
し
て
い
る
。
色
彩
は
皆
活
き
て
動
く
。
け
れ
ど
も
、
人
は
知
ら
な
い
の
だ
。
人
は
見
な

　
い
の
だ
。
見
て
も
見
な
い
振



を
し
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
決
し
て
人
間
の
凡



て
を
貴
い
と
は
言
わ
な
い
、
美




い

　
と
は
言
わ
な
い
。
た
だ
陸



は
貴
い
。
け
れ
ど
も
、
我
が
海
は
、
こ
の
水
は
、
一
畝



り
の
波
を
起
し
て
、
そ
の

　
陸
を
浸
す
事
が
出
来
る
ん
だ
。
た
だ
貴
く
、
美




い

も
の
は
亡



び
な
い
。
…
…
中
に
も
貴
女
は
美
し
い
。
だ
か

　
ら
、
陸
の
一
浦






を
亡



ぼ
し
て
、
こ
こ
へ
迎
え
取
っ
た
の
で
す
。
亡
ぼ
す
力
の
あ
る
も
の
が
、
亡
び
な
い
も
の

　
を
迎
え
入
れ
て
、
且
つ
愛
し
且
つ
守
護
す
る
の
で
す
。
貴
女
は
、
喜





ば
ね
ば
不
可





い
、
嬉
し
が
ら
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
、
悲
し
ん
で
は
な
り
ま
せ
ん
。

女
房
　
貴
女
、
お
っ
し
ゃ
る
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
途
中
で
も
私




が

、
お
喜
ば
し
い
、
お
め
で
た
い
儀
と
申
し
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ま
し
た
。
決
し
て
お
歎



き
な
さ
い
ま
す
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

美
女
　
い
い
え
、
歎
き
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
悲
し
み
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
た
だ
歎
き
ま
す
も
の
、
悲
し
み
ま
す

　
も
の
に
、
私
の
、
こ
の
容
子





を
見
せ
て
や
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。

女
房
　
人
間
の
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
。

美
女
　
故
郷






の
人
た
ち
に
は
。

公
子
　
見
え
る
も
の
か
。

美
女
　
（
や
や
意
気
ぐ
む
）
あ
の
、
私
の
親
に
は
。

公
子
　
貴
女
は
見
え
る
と
思
う
の
か
。

美
女
　
こ
う
し
て
、
活

き
て
お
り
ま
す
も
の
。

公
子
　
（
屹



と
し
た
る
音
調
）
無
論
、
活
き
て
い
る
。
し
か
し
、
船
か
ら
沈
む
時
、
こ
こ
へ
来
る
に
ど
う
い
う

　
決
心
を
し
た
の
で
す
か
。

美
女
　
そ
れ
は
死
ぬ
事
と
思
い
ま
し
た
。
故
郷






の
人
も
皆
そ
う
思
っ
て
、
分
け
て
親
は
歎
き
悲
し
み
ま
し
た
。

公
子
　
貴
女
の
親
は
悲
し
む
事
は
少
し
も
な
か
ろ
う
。
は
じ
め
か
ら
そ
の
つ
も
り
で
、
約
束
の
財
を
得
た
。
し

　
か
も
満
足
だ
と
云
っ
た
。
そ
の
代
り
に
娘
を
波
に
沈
め
る
の
に
、
少
し
も
歎
く
こ
と
は
な
い
で
は
な
い
か
。

美
女
　
け
れ
ど
も
、
父
娘





の
情
愛
で
ご
ざ
い
ま
す
。

公
子
　
勝
手
な
情
愛
だ
ね
。
人
間
の
、
そ
ん
な
情
愛
は
私
に
は
分
ら
ん
。
（
頭





を
掉

る
）
が
、
ま
あ
、
情
愛
と

　
し
て
お
く
、
そ
れ
で
。
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美
女
　
父
は
涙
に
く
れ
ま
し
た
。
小
船
が
波
に
放
た
れ
ま
す
時
、
渚





の
砂
に
、
父
の
倒
伏






し
ま
し
た
処
は
、
あ

　
の
、
ち
ょ
う
ど
夕
月
に
紫
の
枝
珊
瑚
を
抱
き
ま
し
た
処
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
後



の
歎





は
、
前
の
喜
び
に
く

　
ら
べ
ま
し
て
、
幾
十
層
倍
だ
っ
た
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

公
子
　
じ
ゃ
、
そ
の
枝
珊
瑚
を
波
に
返
し
て
、
約
束
を
戻
せ
ば
可

か
っ
た
。

美
女
　
い
い
え
、
で
す
が
、
も
う
、
海
の
幸
も
、
枝
珊
瑚
も
、
金
銀
に
代
り
、
家
蔵






に
代
っ
て
い
た
の
で
ご
ざ

　
い
ま
す
。

公
子
　
可



、
そ
の
金
銀
を
散
ら
し
、
施
し
、
棄
て
、
蔵
を
毀



ち
、
家
を
焼
い
て
、
も
と
の
破
蓑






一
領
、
網
一
具

　
の
漁
民
と
な
っ
て
、
娘
の
命

乞







を
す
れ
ば
可
か
っ
た
。

美
女
　
そ
れ
で
も
、
約
束
の
女
を
寄
越
せ
と
、
海
坊
主
の
よ
う
な
黒
い
人
が
、
夜
ご
と
夜
ご
と
天
井
を
覗



き
、

　
屏
風






を
見
越
し
、
壁
襖





に
立
っ
て
、
責
め
わ
た
り
、
催
促
を
な
さ
い
ま
す
。
今
更
、
家
蔵
に
替
え
ま
し
た
ッ

　
て
、
と
そ
う
思
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

公
子
　
貴
女
の
父
は
、
も
と
の
貧
民
に
な
り
下
る
か
ら
娘
を
許
し
て
下
さ
い
、
と
、
そ
の
海
坊
主
に
掛
合





っ
て

　
み
た
の
で
す
か
。
み
は
し
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
、
貴
女
を
船
に
送
出
す
時
、
磯



に
倒
れ
て
悲
し
も
う
が
、
新

　
し
い
白
壁
、
艶



あ
る
甍





を
、
山
際
の
月
に
照
ら
さ
し
て
、
夥
多





の
奴

婢

に
取
巻
か
せ
て
、
近
頃
呼
入
れ
た
、

　
若
い
妾





に
介
抱
さ
れ
て
い
た
で
は
な
い
の
か
。
な
ぜ
、
そ
れ
が
情
愛
な
ん
で
す
。

美
女
　
は
い
。
…
…
（
恥
じ
て
首
低





る
。
）

公
子
　
貴
女
を
責



る
の
で
は
な
い
。
よ
し
そ
れ
が
人
間
の
情
愛
な
れ
ば
情
愛
で
可

い
、
私
と
は
何
の
係
わ
り
も
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な
い
か
ら
。
ち
っ
と
も
構
わ
ん
。
が
、
私
の
愛
す
る
、
こ
の
宮
殿
に
あ
る
貴
女
が
、
そ
ん
な
故
郷






を
思
う
て
、

　
歎
い
て
は
不

可

ん
。
悲
し
ん
で
は
不
可
ん
と
云
う
の
で
す
。

美
女
　
貴
方
。
（
向
直
る
。
声
に
力
を
帯
ぶ
）
私
は
始
め
か
ら
、
決
し
て
歎
い
て
は
い
な
い
の
で
す
。
父
は
悲

　
し
み
ま
し
た
。
浦
人






は
可
哀





が
り
ま
し
た
。
で
す
が
私
は
　
　
約
束
に
応
じ
て
宝
を
与
え
、
そ
の
約
束
を
責

　
め
て
女
を
取
る
、
　
　
そ
れ
が
夢
な
れ
ば
、
船
に
乗
っ
て
も
沈
み
は
し
ま
い
。
も
し
事
実
と
し
て
、
浪
に
引

　
入
る
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
生





あ
る
も
の
、
形
あ
る
も
の
、
云
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
、
心
あ
り
魂
あ

　
り
、
声
あ
る
も
の
に
違
い
な
い
。
そ
の
上
、
威
が
あ
り
力
が
あ
り
、
栄





と
光
と
あ
る
も
の
に
違
い
な
い
と
思

　
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
人
は
そ
う
し
て
歎
い
て
も
、
私
は
小
船
で
流
さ
れ
ま
す
の
を
、
さ
ま
で
、
慌

騒







　
ぎ
も
、
泣
悲
し
み
も
、
落
着
過
ぎ
も
し
な
か
っ
た
ん
で
す
。
も
し
か
、
船
が
沈
ま
な
け
れ
ば
無
事
な
ん
で
す
。

　
生
命





は
あ
る
ん
で
す
も
の
。
覆
す
手
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
活

き
て
い
る
手
な
ん
で
す
。
そ
の
手
に
縋



っ
て
、

　
海
の
中
に
活
き
ら
れ
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

公
子
　
（
聞
き
つ
つ
莞
爾





と
す
）
や
あ
、
（
女
房
に
）
…
…
こ
の
女
は
豪



い
ぞ
！
　
は
じ
め
か
ら
歎
い
て
お
ら

　
ん
、
慰
め
賺



す
要
は
な
い
。
私
は
し
お
ら
し
い
。
あ
わ
れ
な
花
を
手
活





に
し
て
な
が
め
よ
う
と
思
っ
た
。
違

　
う
！
　
こ
れ
は
楽





く
歌
う
鳥
だ
、
面
白
い
。
そ
れ
も
愉
快
だ
。
お
い
、
酒
を
寄
越
せ
。

　
　
手
を
挙
ぐ
。
た
ち
ま
ち
闥



開
け
て
、
三
人
の
侍
女
、
二
罎






の
酒
と
、
白
金
の
皿
に
一
対
の

玉

盞









を
捧

　
　
げ
て
出
づ
。
女
房
盞
を
取
っ
て
、
公
子
と
美
女
の
前
に
置
く
。
侍
女
退
場
す
。
女
房
酒
を
両
方
に
注

ぐ
。

女
房
　
め
し
上
り
ま
し
。
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美
女
　
（
辞

宜

す
）
私
は
、
ち
っ
と
も
。

公
子
　
（
品
よ
く
盞
を
含
み
な
が
ら
）
貴
女
、
少
し
も
辛
う
な
い
。

女
房
　
貴
女
の
薄
紅






な
は
桃
の
露
、
あ
ち
ら
は
菊
花
の
雫





で
す
。
お
国
で
は
御
存
じ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
海
に
は

　
最
上
の
飲
料






で
す
。
お
気
が
清



し
く
な
り
ま
す
、
召
あ
が
れ
。

美
女
　
あ
の
、
桃
の
露
、
（
見
物
席
の
方
へ
、
半
ば
片
袖
を
蔽



う
て
、
う
つ
む
き
飲
む
）
は
。
（
と
小





き
呼

吸

　
す
）
何
と
い
う
涼
し
い
、
爽



や
い
だ
　
　
蘇
生






っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

公
子
　
蘇
生
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
更
に
新
し
い
生
命





を
得
た
ん
だ
。

美
女
　
嬉
し
い
、
嬉
し
い
、
嬉
し
い
、
貴
方
。
私
が
こ
う
し
て
活

き
て
い
ま
す
の
を
、
見
せ
て
や
り
と
う
存
じ

　
ま
す
。

公
子
　
別
に
見
せ
る
要
は
あ
り
ま
す
ま
い
。

美
女
　
で
も
、
人
は
私
が
死
ん
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

公
子
　
勝
手
に
思
わ
せ
て
お
い
て
可

い
で
は
な
い
か
。

美
女
　
で
す
け
れ
ど
も
、
で
す
け
れ
ど
も
。

公
子
　
そ
の
情
愛
、
と
か
で
、
貴
女
の
親
に
見
せ
た
い
の
か
。

美
女
　
え
え
、
父
を
は
じ
め
、
浦
の
も
の
、
そ
れ
か
ら
皆





に
知
ら
せ
な
け
れ
ば
残
念
で
す
。

公
子
　
（
卓
子






に
胸
を
凭
出






す
）
帰
り
た
い
か
、
故
郷
へ
。

美
女
　
い
い
え
、
こ
の
宮
殿
、
こ
の
宝
玉
、
こ
の
指
環
、
こ
の
酒
、
こ
の
栄
華
、
私
は
故
郷
へ
な
ぞ
帰
り
た
く
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は
な
い
の
で
す
。

公
子
　
で
は
、
何
が
知
ら
せ
た
い
の
で
す
。

美
女
　
だ
っ
て
、
貴
方
、
人
に
知
ら
れ
な
い
で
活
き
て
い
る
の
は
、
活
き
て
い
る
の
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
も
の
。

公
子
　
（
色
は
じ
め
て
鬱



す
）
む
む
。

美
女
　
（
微
酔
の
瞼





花
や
か
に
）
誰
も
知
ら
な
い
命
は
、
生
命





で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
宝
玉
も
、
こ
の
指
環

　
も
、
人
が
見
な
い
で
は
、
ち
っ
と
も
価
値





が
な
い
の
で
す
。

公
子
　
そ
れ
は
不

可

ん
。
（
卓
子






を
軽
く
打
っ
て
立
つ
）
貴
女
は
栄
燿





が
見
せ
び
ら
か
し
た
い
ん
だ
な
。
そ
り

　
ゃ
不
可
ん
。
人
は
自
己
、
自
分
で
満
足
を
せ
ね
ば
な
ら
ん
。
人
に
価
値





を
つ
け
さ
せ
て
、
そ
れ
に
従
う
べ
き

　
も
の
じ
ゃ
な
い
。
（
近
寄
る
）
人
は
自
分
で
活
き
れ
ば
可

い
、
生
命





を
保
て
ば
可
い
。
し
か
も
愛
す
る
も
の

　
と
と
も
に
活
き
れ
ば
、
少
し
も
不
足
は
な
か
ろ
う
と
思
う
。
宝
玉
と
て
も
そ
の
通
り
、
手
箱
に
こ
れ
を
蔵
す

　
れ
ば
、
宝
玉
そ
の
も
の
だ
け
の
価
値
を
保
つ
。
人
に
与
う
る
時
、
十
倍
の
光
を
放
つ
。
た
だ
、
人
に
見
せ
び

　
ら
か
す
時
、
そ
の
艶
は
黒
く
な
り
、
そ
の
質
は
醜
く
な
る
。

美
女
　
え
え
、
で
す
か
ら
…
…
来
る
お
庭
に
も
敷
詰
め
て
あ
り
ま
し
た
、
あ
の
宝
玉
一
つ
も
、
こ
の
上
お
許
し

　
下
さ
い
ま
す
な
ら
、
き
っ
と
慈
善
に
施
し
て
参
り
ま
す
。

公
子
　
こ
こ
に
、
用
意
の
宝
蔵
が
あ
る
。
皆
、
貴
女
の
も
の
で
す
。
施
す
は
可

い
。
が
、
人
知
れ
ず
で
な
け
れ

　
ば
出
来
な
い
、
貴
女
の
名
を
顕





し
、
姿
を
見
せ
て
は
施
す
こ
と
は
な
ら
な
い
ん
で
す
。

美
女
　
そ
れ
で
は
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。
何
の
効



も
あ
り
ま
せ
ん
。
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公
子
　
（
色
や
や
嶮



し
）
随
分
、
勝
手
を
云
う
。
が
、
貴
女
の
美
し
さ
に
免
じ
て
許
す
。
歌
う
鳥
が
囀





る
ん
だ
、

　
雲
雀





は
星
を
凌



ぐ
。
星
は
蹴
落





さ
な
い
。
声
が
可
愛
ら
し
い
か
ら
な
ん
で
す
。
（
女
房
に
）
お
い
、
注

げ
。

　
　
女
房
酌
す
。

美
女
　
（
怯



れ
た
る
内
端





な
態
度
）
も
う
も
う
、
決
し
て
、
虚

飾

、
栄
燿





を
見
せ
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
あ

　
の
、
た
だ
活
き
て
い
る
事
だ
け
を
知
ら
せ
と
う
存
じ
ま
す
。

公
子
　
（
冷





か
に
）
止

し
た
が
可

か
ろ
う
。

美
女
　
い
い
え
、
唯
今






も
申
し
ま
す
通
り
、
故

郷

へ
帰
っ
て
、
そ
こ
に
留



ま
り
ま
す
気
は
露
ほ
ど
も
な
い
の
で

　
す
。
ち
ょ
っ
と
お
許
し
を
受
け
ま
し
て
生
命





の
あ
り
ま
す
事
だ
け
を
。

　
　
公
子
、
無
言
に
し
て
頭





掉

る
。
美
女
、
縋



る
が
ご
と
く
す
。

　
あ
の
、
お
許
し
は
下
さ
い
ま
せ
ん
か
。
ち
っ
と
の
外
出





も
な
り
ま
せ
ん
か
。

公
子
　
（
爽




に

）
獄
屋
で
は
な
い
、
大
自
由
、
大
自
在
な
領
分
だ
。
歎
く
も
の
悲
し
む
も
の
は
無
論
の
事
、
僅



　

少




の
憂





あ
り
、
不
平
あ
る
も
の
さ
え
一
日
も
一
個





た
り
と
も
国
に
置
か
な
い
。
が
、
貴
女
に
は
既
に
心
を

　
許
し
て
、
秘
蔵
の
酒
を
飲
ま
せ
た
。
海
の
果



、
陸
の
終





、
思
っ
て
行

か
れ
な
い
処
は
な
い
。
故
郷






ご
と
き
は

　
た
だ
一
飛






、
瞬





き
を
す
る
間

に
行

か
れ
る
。
（
愍





む
ご
と
く
し
み
じ
み
と
顔
を
視

る
）
が
、
気
の
毒
で
す
。

　
貴
女
に
そ
の
驕





と
、
虚

飾

の
心
さ
え
な
か
っ
た
ら
、
一
生
聞
か
な
く
と
も
済
む
、
ま
た
聞
か
せ
た
く
な
い
事

　
だ
っ
た
。
貴
女
、
こ
れ
。

　
（
美
女
顔
を
上
ぐ
。
そ
の
肩
に
手
を
掛
く
）
こ
こ
に
来
た
、
貴
女
は
も
う
人
間
で
は
な
い
。
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美
女
　
え
え
。
（
驚
く
。
）

公
子
　
蛇
身
に
な
っ
た
、
美
し
い
蛇



に
な
っ
た
ん
だ
。

　
　
美
女
、
瞳
を
※



る
。

　
そ
の
貴
女
の
身
に
輝
く
、
宝
玉
も
、
指
環
も
、
紅



、
紫
の
鱗





の
光
と
、
人
間
の
目
に
輝
く
の
み
で
す
。

美
女
　
あ
れ
。
（
椅
子
を
落
つ
。
侍
女
の
膝
に
て
、
袖
を
見
、
背
を
見
、
手
を
見
つ
つ
、
わ
な
な
き
震
う
。
雪

　
の
指
尖






、
思
わ
ず
鬢



を
取
っ
て
衝

と
立
ち
つ
つ
）
い
い
え
、
い
い
え
、
い
い
え
。
ど
こ
も
蛇
に
は
な
り
ま
せ

　
ん
。
一

、
一
枚
も
鱗
は
な
い
。

公
子
　
一
枚
も
鱗
は
な
い
、
無
論
ど
こ
も
蛇



に
は
な
ら
な
い
。
貴
女
は
美
し
い
女
で
す
。
け
れ
ど
も
、
人
間
の

　
眼





だ
。
人
の
見
る
目
だ
。
故
郷
に
姿
を
顕





す
時
、
貴
女
の
父
、
貴
女
の
友
、
貴
女
の
村
、
浦
、
貴
女
の
全
国

　
の
、
貴
女
を
見
る
目
は
、
誰
も
残
ら
ず
大
蛇
と
見
る
。
も
の
を
云
う
声
は
た
だ
、
炎
の
舌
が
閃





く
。
吐

く
息

　
は
煙
を
渦
巻
く
。
悲
歎
の
涙
は
、
硫
黄





を
流
し
て
草
を
爛



ら
す
。
長
い
袖
は
、
腥




い

風
を
起
し
て
樹
を
枯
ら

　
す
。
悶



ゆ
る
膚



は
鱗
を
鳴



し
て
の
た
う
ち
蜿



る
。
ふ
と
、
肉
身
の
も
の
の
目
に
、
そ
の
丈
よ
り
長
い
黒
髪
の
、

　
三
筋
、
五
筋
、
筋
を
透



し
て
、
大
蛇
の
背
に
黒
く
引
く
の
を
見
る
、
そ
れ
が
な
ご
り
と
思
う
が
可

い
。

美
女
　
（
髪
み
だ
る
る
ま
で
か
ぶ
り
を
掉

る
）
嘘
で
す
、
嘘
で
す
。
人
を
呪



っ
て
、
人
を
詛



っ
て
、
貴
方
こ
そ
、

　
そ
の
毒
蛇
で
す
。
親
の
た
め
に
沈
ん
だ
身
が
蛇
体
に
な
ろ
う
筈



が
な
い
。
遣

っ
て
下
さ
い
。
故

郷

へ
帰
し
て

　
下
さ
い
。
親
の
、
人
の
、
友
だ
ち
の
目
を
借
り
て
、
尾
の
な
い
鱗
の
な
い
私
の
身
が
験



し
た
い
。
遣
っ
て
下

　
さ
い
。
故

郷

へ
帰
し
て
下
さ
い
。
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公
子
　
大
自
在
の
国
だ
。
勝
手
に
行

く
が
可

い
、
そ
し
て
試
す
が
可

か
ろ
う
。

美
女
　
ど
こ
に
、
故
郷






の
浦
は
…
…
ど
こ
に
。

女
房
　
あ
れ
あ
す
こ
に
。
（
廻
廊
の
燈
籠
を
指





す
。
）

美
女
　
お
お
、
（
身
震






す
）
船
の
沈
ん
だ
浦
が
見
え
る
。
（
飜
然





と
飛
ぶ
。
…
…
乱
る
る
紅




、

炎
の
ご
と
く
、

　
ト
ン
と
床
を
下
り
る
や
、
颯



と
廻
廊
を
突
切





る
。
途
端
に
、
五
個
の
燈
籠
斉



し
く
消
ゆ
。
廻
廊
暗
し
。
美
女
、

　
そ
の
暗
中
に
消
ゆ
一
舞
台
の
上
段
の
み
、
や
や
明





く
残
る
。
）

公
子
　
お
い
、
そ
の
姿
見
の
蔽





を
取
れ
。
陸



を
見
よ
う
。

女
房
　
困
っ
た
御
婦
人
で
す
。
し
か
し
お
可
哀
相
な
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
（
立
つ
。
舞
台
暗
く
な
る
。
　
　

　
や
が
て
明





く
な
る
時
、
花
や
か
に
侍
女
皆
あ
り
。
）

　
　
公
子
。
椅
子
に
凭

る
。
　
　
そ
の
足
許






に
、
美
女
倒
れ
伏
す
　
　
疾

く
既
に
帰
り
来



れ
る
趣
。
髪
す
べ
て

　
　
乱
れ
、
袂





裂
け
帯
崩
る
。

公
子
　
（
玉
盞







を
含
み
つ
つ
悠
然
と
し
て
）
故
郷
は
ど
う
で
し
た
。
…
…
ど
う
し
た
、
私
が
云
っ
た
通





だ
ろ
う
。

　
貴
女
の
父
の
少



い
妾





は
、
貴
女
の
そ
の
恐
し
い
蛇
の
姿
を
見
て
気
絶
し
た
。
貴
女
の
父
は
、
下
男
と
と
も
に
、

　
鉄
砲
を
も
っ
て
そ
の
蛇
を
狙
っ
た
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
渠
等





は
第
一
、
私
を
見
て
さ
え
蛇
体
だ
と
思
う
。

　
人
間
の
目
は
そ
う
い
う
も
の
だ
。
そ
ん
な
処
に
用
は
あ
る
ま
い
。
泣
い
て
い
て
は
不

可

ん
。

　
　
美
女
悲
泣






す
。

　
不
可
ん
、
お
い
、
泣
く
の
は
不
可
ん
。
（
眉
を
顰



む
。
）
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女
房
　
（
背
を
擦



る
）
若
様
は
、
歎
悲





む
の
が
お
嫌





で
す
。
御
性
急
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
ら
、
御
機
嫌
に

　
障
る
と
悪
い
。
こ
こ
は
、
楽
し
む
処
、
歌
う
処
、
舞
う
処
、
喜
び
、
遊
ぶ
処
で
す
よ
。

美
女
　
え
え
、
貴
女
方
は
楽





い
で
し
ょ
う
、
嬉
し
い
で
し
ょ
う
、
お
舞
い
な
さ
い
、
お
唄
い
な
さ
い
、
私
、
私

　
は
泣
死






に
死
ぬ
ん
で
す
。

公
子
　
死
ぬ
ま
で
泣
か
れ
て
堪



る
も
の
か
。
あ
ん
な
故

郷

に
何
の
未
練
が
あ
る
。
さ
あ
、
機
嫌
を
直
せ
。
こ
こ

　
に
は
悲
哀
の
あ
る
こ
と
を
許
さ
ん
ぞ
。

美
女
　
お
許
し
な
く
ば
、
ど
う
な
り
と
。
え
え
、
故
郷






の
事
も
、
私
の
身
体





も
、
皆





、
貴
方
の
魔
法
で
す
。

公
子
　
ど
こ
ま
で
疑
う
。
（
忿
怒





の
形
相
）
お
前
を
蛇
体
と
思
う
の
は
、
人
間
の
目
だ
と
云
う
に
。
俺



の
…
…

　
魔
…
…
法
。
許
さ
ん
ぞ
。
女
、
悲
し
む
も
の
は
殺
す
。

美
女
　
え
え
、
え
え
、
お
殺
し
な
さ
い
ま
し
。
活

き
ら
れ
る
身
体





で
は
な
い
の
で
す
。

公
子
　
（
憤
然
と
し
て
立
つ
）
黒
潮
等
は
居

ら
ん
か
。
こ
の
女
を
処
置
し
ろ
。

　
　
言
下
に
、
床
板
を
跳
ね
、
そ
の
穴
よ
り
黒
潮
騎
士









、
大

錨







を
か
つ
い
で
顕





る
。
騎
士
二
三
、
続
い
て
飛

　
　
出
づ
。
美
女
を
引
立
て
、
一
の
騎
士
が
倒




に

押
立
て
た
る
錨
に
縛





む
。
錨
の
刃
越





に
、
黒
髪
の
乱
る
る
を

　
　
掻
掴






ん
で
、
押
仰
向







か
す
。
長
槍






の
刃
、
鋭
く
そ
の
頤





に
臨
む
。

女
房
　
あ
あ
、
若
様
。

公
子
　
止
め
る
の
か
。

女
房
　
お
床
が
血
に
汚
れ
は
い
た
し
ま
せ
ん
か
。
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公
子
　
美
し
い
女
だ
。
花
を
※



る
も
同
じ
事
よ
、
花
片






と
蕊



と
、
ば
ら
ば
ら
に
分
れ
る
ば
か
り
だ
。
あ
と
は
手

　
箱
に
蔵



っ
て
お
こ
う
。
　
　
殺
せ
。
（
騎
士
、
槍
を
取
直
す
。
）

美
女
　
貴
方
、
こ
ん
な
悪
魚
の
牙



は
可

厭

で
す
。
御
卑
怯







な
。
見
て
い
な
い
で
、
御
自
分
で
お
殺
し
な
さ
い
ま

　
し
。

　
（
公
子
、
頷





き
、
無
言
に
て
つ
か
つ
か
と
寄
り
、
猶
予





わ
ず
剣





を
抜
き
、
颯



と
目
に
翳



し
、
衝

と
引
い
て
斜





　
に
構
う
。
面





を
見
合
す
。
）

　
あ
あ
、
貴
方
。
私
を
斬

る
、
私
を
殺
す
、
そ
の
、
顔
の
お
綺
麗
さ
、
気
高
さ
、
美
し
さ
、
目
の
清



し
さ
、
眉

　
の
勇
ま
し
さ
。
は
じ
め
て
見
ま
し
た
、
位
の
高
さ
、
品
の
可

さ
。
も
う
、
故
郷
も
何
も
忘
れ
ま
し
た
。
早
く

　
殺
し
て
。
あ
あ
、
嬉
し
い
。
（
莞
爾






す
る
。
）

公
子
　
解
け
。

　
　
騎
士
等
、
美
女
を
助
け
て
、
片
隅
に
退

く
。
公
子
、
剣





を
提





げ
た
る
ま
ま
、

　
こ
ち
ら
へ
お
い
で
。
（
美
女
、
手
を
曳

か
る
。
と
も
に
床
に
上



る
。
公
子
剣
を
軽
く
取
る
。
）
終
生
を
盟



お

　
う
。
手
を
出
せ
。
（
手
首
を
取
っ
て
刃
を
腕





に
引
く
、
一
線
の
紅
血






、
玉
盞







に
滴
る
。
公
子
返
す
切
尖






に
自

　
か
ら
腕
を
引
く
、
紫
の
血
、
玉
盞
に
滴
る
。
）
飲
め
、
呑
も
う
。

　
　
盞




を

か
わ
し
て
、
仰
い
で
飲
む
。
廻
廊
の
燈
籠
一
斉
に
点



り
輝
く
。

　
あ
れ
見
い
、
血
を
取
か
わ
し
て
飲
ん
だ
と
思
う
と
、
お
前
の
故

郷

の
、
浦
の
磯



に
、
岩
に
、
紫
と
紅



の
花
が

　
咲
い
た
。
そ
れ
と
も
、
星
か
。

44海神別荘



　
（
一
同
打
見
る
。
）

　
あ
れ
は
何
だ
。

美
女
　
見
覚
え
ま
し
た
花
で
す
が
、
私
は
も
う
忘
れ
ま
し
た
。

公
子
　
（
書
を
見
つ
つ
）
博
士
、
博
士
。

博
士
　
（
登
場
）
…
…
お
召
。

公
子
　
（
指





す
）
あ
の
花
は
何
で
す
か
。
（
書
を
渡
さ
ん
と
す
。
）

博
士
　
存
じ
て
お
り
ま
す
。
竜
胆






と
撫
子






で
ご
ざ
い
ま
す
。
新
夫
人








の
、
お
心
が
通
い
ま
し
て
、
折
か
ら
の
霜

　
に
、
一
際
色
が
冴

え
ま
し
た
。
若
様
と
奥
様
の
血
の
俤




で

ご
ざ
い
ま
す
。

公
子
　
人
間
に
そ
れ
が
分
る
か
。

博
士
　
心
な
い
も
の
に
は
知
れ
ま
す
ま
い
。
詩
人
、
画
家
が
、
し
か
し
認
め
ま
す
で
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
。

公
子
　
お
前
、
私
の
悪
意
あ
る
呪
詛





で
な
い
の
が
知
れ
た
ろ
う
。

美
女
　
（
う
な
だ
る
）
お
見
棄





の
う
、
幾
久
し
く
。

一
同
　
　
　
万
歳
を
申
上
げ
ま
す
。
　
　

公
子
　
皆
、
休
息
を
な
さ
い
。
（
一
同
退
場
。
）

　
　
公
子
、
美
女
と
手
を
携
え
て
一
歩
す
。
美
し
き
花
降
る
。
二
歩
す
、
フ
ト
立
停





ま
る
。
三
歩
を
動
か
す
時
、

　
　
音
楽
聞
ゆ
。

美
女
　
一
歩






に
花
が
降
り
、
二
歩






に
は
微
妙
の
薫





、
い
ま
三
あ
し
め
に
、
ひ
と
り
で
に
、
楽
し
い
音
楽
の
聞
え
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ま
す
。
こ
こ
は
極
楽
で
ご
ざ
い
ま
す
か
。

公
子
　
は
は
は
、
そ
ん
な
処
と
一
所
に
さ
れ
て
堪



る
も
の
か
。
お
い
、
女
の
行

く
極
楽
に
男
は
居
ら
ん
ぞ
。

　
（
鎧





の
結
目






を
解
き
か
け
て
、
音
楽
に
つ
れ
て
徐





ろ
に
、
や
や
、
な
な
め
に
立
ち
つ
つ
、
そ
の
竜
の
爪
を
美

　
女
の
背
に
か
く
。
雪
の
振
袖
、
紫
の
鱗
の
端
に
仄





に
見
ゆ
）
男
の
行
く
極
楽
に
女
は
居
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幕
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
正
二
（
一
九
一
三
）
年
十
二
月
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